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一級建築士事務所登録03-578号

－共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事

Ｓ

構造設計標準仕様

ＡＯＱＬ 　 （ ％） 検査水準

・ 　 工場溶接 □４ ． ０ 　 　 □２ ． ５ □第６ 水準　 □第　 水準

・ 　 現場溶接 □４ ． ０ 　 　 □２ ． ５ □第６ 水準　 □第　 水準

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

150
■建築基準法施行令第129条の2の3の事項

※ 設計が該当する場合は、■とする。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

■ 建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽

のおそれがないものとすること。

□ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

緊結すること。

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コン

クリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 ㎝以下とすること。

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした

鉄筋コンクリート造又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若し

くはコンクリートブロック造とすること。

■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

■ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

構造とすること。

■ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブ

を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

■ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

■ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有

効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その

他これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他

の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

■ 給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上

支障のない構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に

対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示1388号第5に規定する構造方

法によること。

※「給湯設備」：建築物における電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち

　　　　　　　　給湯設備に該当するものを除いたもの

５ ． 鉄筋コ ン ク リ ート 工事 ６ ． 鉄骨工事
適用は 印を記入する。構 造 設 計 標 準 仕 様

（ １） コンクリート （ １ ） 鉄骨工事は指示のない限り下記による

コンクリート はＪ Ｉ Ｓ認定工場の製品とし施工に関してはＪ ＡＳＳによる。 日本建築学会「 Ｊ ＡＳＳ６」 「 鉄骨工事技術指針」１ ． 建築物の構造内容 ３ ． 地　 盤
セメント は、 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｒ５ ２ １ ０の普通ポルト ランドセメント を標準とする。 鋼材倶楽部「 建築鉄骨工事施工指針」

（ １ ） 地盤調査資料（ １） 工事名称 共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事 調合計画は、 工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

)有 敷地内 近隣 ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定建築場所 (鳥取県境港市昭和町9番36 ほか 寒中、 暑中、 その他特殊コンクリート の適用を受ける期間に当たる場合は、 調合、

（ ２ ） 工事監理者の承認を必要とするもの)無 調査予定 有 無( 打ち込み、 養生、 管理方法など必要事項について、 工事監理者の承認を得ること。（ ２） 工事種別 新築 増築 増改築 改築
施工計画書製作工場 製作要領書 工作図フレッシュコンクリート の塩化物測定は、 原則として工事現場で（ 財） 国土開発技

（ ３） 構造種別 （ ２ ） 地盤調査計画
建設省告示第１１ ０ ３号による認定工場（ 大臣認定　 M　 グレード）術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、 試験結果の記録及び測定木造（ Ｗ） 補強コンクリート ブロック造（ ＣＢ） 鉄骨造（ Ｓ） ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定
材料規格証明書または試験成績書器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（ カラー） を保管し承認を得る。鉄筋コンクリート 造（ ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリート 造（ ＷＲＣ）

土質試験 物理探査 平板載荷試験 特殊ボルト スタッド ボルト高力ボルト鋼材
測定検査の回数は、 標準仕様書による。鉄骨鉄筋コンクリート 造（ ＳＲＣ） 壁式プレキャスト 鉄筋コンクリート 造（ ＷＰＲＣ）

社内検査表（ ３） 地盤調査及び試験杭の結果により， 杭長， 杭種， 直接基礎の深さ， 形状を変更する場合もある
プレキャスト 鉄筋コンクリート 造（ ＰＲＣ）

構造体コンクリート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ ＡＳＳ５ Ｔ －６ ０ ３） は、 現場
)基礎， 杭の位置を明記すること(（ ４ ） ボーリング標準貫入値， 土質構成（ ４） 階　 数 （ ３） 工事監理者に検査報告連絡し指示を受けるもの

水中養生、 または現場封かん養生とし、 採取は打ち込み工区ごと、 打ち込み日ごと
3地下 階 地上 階 塔屋 階 現寸検査 組立， 開先検査 製品検査深 Ｎ 標準貫入試験土　 質 とする。 また、 打込み量が１ ５０ ｍをこえる場合は１５ ０ ｍごとまたは、 その端数

作業所 値（ ５） 主要用途 度 建方検査１０ ２０ ３０ ４ ０ ５ ０ ６０
ごとに一回を標準とする。 一回に採取する供試体は、 適当な間隔をおいた３ 台の運

（ ６） 屋上付属物 0 搬車からその必要本数を採取する。 なお、 供試体の数量は、 特別指示なき場合は、
（ ４） 接合部の溶接は下記によること

空調機、 室外機鉄骨屋根 高架水槽
一回当り１ ２ 本以上とし、 そのうち４週用に３ 本を用いる。

東京都アーク溶接工事管理基準　 　 　 　 　 （ 建築構造設計指針第１２ 章）
プール煙　 突 キュービクル

ポンプ打ちコンクリート は、 打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンク
鉄骨造建築物の溶接工事に関する指導指針（ 建築構造設計指針第１２ 章）

(（ ７） 増築計画 有 ) 無 リート の自由落下高さは、 コンクリート が分離しない範囲とする。 ポンプ圧送に際
日本建築学会「 溶接工作基準、 同解説Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲ、 Ⅳ、 Ⅴ、 Ⅵ、 Ⅶ、 Ⅷ、 Ⅸ」

しては、 コンクリート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。（ ８） 付帯工事 5

門塀 擁壁 （ ５） 溶接及び接合部を検査し工事監理者に報告すること

溶接部及び接合部の検査報告（ ９） 特別な荷重

エレベータ リフト kN （ ２ ） 鉄　 筋
2倉庫積載床用 kN/m 受水槽 kN ホイスト kN 鉄筋はＪ Ｉ Ｓ　 Ｇ３１ １ ２の規格品を標準とする。

10

鉄筋の加工寸法、 形状、 かぶり厚さ、 鉄筋の継手位置、 継手の重ね長さ、 定着長さ（ １０ ） その他

は、 「 構造関係共通事項」 による。別図
（ 壁式鉄筋コンクリート 造は除く ）

２ ． 使用構造材料
Ｄ１９ 未満は、 すべて重ね継手とする。 継手（ Ｄ１ ９以上） をガス圧接とする場合

15
は、 日本圧接協会「 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」 による。

(1) コンクリート

ガス圧接部の抜取り検査は、 標準仕様書による。

Fc= kN/m cm適用箇所 種類 設計基準強度 備　 考スランプ
外観検査 有 無 引張試験 有 無 超音波探傷試験 有 無

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。注）
普通 15捨コンクリート

普通 15土間コンクリート 高力ボルト は「 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｂ１ １ ８ ６ の高力ボルト 」 を標準とする。 摩擦面の処理は柱の帯筋（ ＨＯＯＰ） の加工方法は、 Ｈ型（ タガ型） Ｗ型（ 溶接型）20

15普通基礎， 基礎梁 黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ット ブラスト 、 グラインダー掛け等を用Ｓ型（ スパイラル型） とする。

18普通デッキコン いて除去した後、 屋外に自然放置して発生した、 赤さび状態ですべり係数が０． ４ ５コンクリート 及び鉄筋の試験は「 建築物の工事における試験及び検査に関する

以上確保できるものを標準とし目視により検査を行う。東京都取扱要網」 第４ 条の試験機関で行うこと。

試験機関名 高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整されたものを使用し、 締付けの順序
25

代行業者名 は部材が十分密着するよう注意して行う。 また、 締付けは原則として２ 度締めとす

代行業者名とは、 試験、 検査に伴う業務を代行する者をいう。 る。(2) コンクリート ブロック（ ＣＢ）

締付け後の検査は、 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。１ ００ １２ ０ １５ ０ １ ９０Ａ　 種 Ｂ　 種 Ｃ　 種 厚 （ ３ ） 型　 枠

材料 合板厚 12 m/m を標準とする。 メッシュ型枠
（ ６） 防錆塗装(3) 鉄　 筋

種　 類 径 使用箇所 継手工法
型枠存置期間

防錆塗装の範囲は、 高力ボルト 接合の摩擦面及びコンクリート で被覆される以外の躯体 重ね継手ＳＤ２ ９５ Ａ Ｄ１ ０ ～Ｄ１６
種類４ ． 地業工事 支　 　 柱 部分とする。 錆止めペイント はＪ Ｉ Ｓ　 Ｋ５６ ２ １、 ２回塗りを標準とする。せ　 き　 板ＳＤ２ ９５ Ａ
部異形鉄筋 位 現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、 塗装は工場塗基礎， はり側， 柱， 壁 スラブ下， はり下 スラブ下 はり下躯体 セＤ１９ 以上 ガス圧接継手ＳＤ３ ４５ 試験堀 有 無ベタ基礎 布基礎 独立基礎（ １） 直接基礎

早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルトメ の 装と同じ錆止めペイント を使用し２ 回塗りとする。
2 ランド セメ ント ランド セメ ント ランド セメ ント ランド セメ ント ランド セメ ント ランド セメ ント ランド セメ ントンmＧＬ －深さ 支持層 長期許容支持力 載荷試験 有 無kN/mシルト 種

高炉セメント 高炉セメ ント 高炉セメ ント 普通ポルト丸　 　 鋼 特殊継手ＳＲ２３ ５ ト存 類 Ａ 種 Ａ 種 Ａ 種 ランド セメ ント（ ２ ） 杭基礎
躯体 置高強度せん断補強筋 ( )16KSS785 平

シリ カセメント シリカセメ ント シリカセメ ント 高炉セメ ント
期 均 Ａ 種 Ａ 種 Ａ種 Ａ 種杭　 　 種 材　 　 料 施　 工　 法 備　 　 考
間 気

シリ カセメ ントＡ種 Ｂ種 Ｃ種) 打ち込み(ＲＣ NPH NPH(4) 鉄　 骨 種　 類 備　 考 温の使用箇所 現場溶接 Ａ 種
ＰＨＣ Ａ種 Ｂ種 Ｃ種) 埋込み(PRC ＰＨＣ

コ の １ ７２ ２８３ ４ ６以上１ ５ Ｃ ８有 無ＳＳ４ ０ ０
ンⅣ種 )(摩擦杭 材Ｈ鋼 ＰＲＣ
ク 令 １ ２ ２ ５１ ０５ ２ ８ＳＴ Ｋ４０ ０ ３SN４９ ０B, C ６リSTK490SC鋼管 鋼材 SS400 （ 日）鋼　 　 材

１ ６ １５ ２ ８５ ８ ２ ８１ ０トＳＭ４ ９ ０Ａ， Ｂ 拡底杭 拡底杭場所打ち コンクリート Fc= オールケーシング

設計基準強度のＳＳＣ４０ ０ リバースサーキュレーショ ン ％５ ０日本建築センター認定コンクリート 杭 セメント 量 kN/m ５ Ｎ／ｍｍ２
圧縮強度 ％１ ０ ０アースドリル ミ ニアース 第　 　 　 　 　 号鉄筋 主筋 ＳＤ(5) ボルト

手堀 年　 　 月　 　 日
深礎ＢＨ 注） １ ． 片持ばり、 庇、 スパン９ ． ０ｍ以上のはり下は、 工事監理者の指示による。ＨＯＯＰ　 ＳＤ)高力ボルト 普通 特殊 認定品Ｆ ８Ｔ Ｓ１ ０Ｔ ( Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２ ２ 機械堀Ｍ１２

中ボルト ￠ 高力ボルト すべり係数試験 要 否=
注） ２ ． 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。 また、 その他のはりの場合も原則として行杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

L= mmアンカーボルト ナット （ シングル， ダブル）=
わない。本2) ) 各棟試験杭 有 無 打ち込み 載荷( (

L= mm￠=

杭径 設計支持力 (kN) 杭の先端の深さ (m) 本数 特記事項L= mm￠= (mm) 注） ３ ． 支柱の盛りかえは、 必ず直上階のコンクリート 打ち後とする。

スタッドボルト
注） ４ ． 盛りかえ後の支柱頂部には、 厚い受け板、 角材または、 これに代わるものを置く 。

(6) 屋根， 床， 壁

注） ５ ． 支柱の盛りかえは、 小ばりが終わってから、 スラブを行う 。
ＡＬ Ｃ版

一時に全部の支柱を取り払って、 盛りかえをしてはならない。
折　 版

キースト ンプレート 注） ６ ． 上表以外のセメント を使用する場合は工事監理者の指示による。

デッキプレート

スラブ、 土間

躯体
鋼管杭回転貫入工法

躯体

胴縁他

図示

図示

図示

図示

図示

図示

支持層確認

（ D16以下）

（ D22以上）

１ ８

１ ８ ， ２ １， ２ ４ ， ２７

１ ８ ， ２ １， ２ ４ ， ２７

１ ８ ， ２ １， ２ ４

１ ５ ， １ ８

１ ８ ,  ２ １

20. 5

｡

１ ５ Ｃ～５ Ｃ

５ Ｃ 未満

｡

｡

｡

８ ５％又は１ ２Ｎ／ｍｍ２ 以上

コンクリート の
設計基準強度の2

2

3 3
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足立 收平一級建築士登録93620号
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一級建築士事務所登録03-578号

－共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事

Ｓ 02

構造標準（1)

1.建物概要等 建物概要

工事名称

工事場所

延べ面積
2

階数 地下(      )階

建築面積

塔屋(      )階

備考

階数に算入しない階

・無し　・有り（　　　　　）

高さ関係

工事種別
・新築 ・増築 ・改築 ・移転

・大規模の修繕 ・大規模の模様替

構造概要

構造種別 地上

備考

架構形式
 X方向

 Y方向

耐震構造

方式

・耐震構造

・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階

基礎方式

・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）

・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭

 ・鋼管杭　・　　　　）

 適用箇所は

 図示による

2.構造設計条件等 計算方法

外力等

備考

地震力

設計用一次固有周期

地震地域係数(Z) Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7

地盤の種別 第(     )種地盤 Tc=(      )秒

標準せん断力係数

一次設計

二次設計

X方向 Y方向

風圧力(施行令

　　　 第87条)

風圧力(施行令

　  第82条の4)

地表面粗度区分 基準風速(V ) 速度圧(q)

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

地表面粗度区分
速度圧(q)

－
平均

(             )m/s

積雪荷重

区域 ・多雪区域

設計垂直積雪量 (            )cm

単位荷重 (            )N/m/cm2

垂直積雪量の低減 ・低減する　　・低減しない

3.地盤調査資料 ※当該敷地の既往調査報告書

(           )

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通事項(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般

 する。

1.2 優先順位

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

径

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

区分

記号 説明 説明記号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

D0 スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　

EW○○
片持ちスラブ階段を受け、かつ耐力壁

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｌ１ｈ

50

建　　築

径

表1.3　梁貫通孔記号　

区分 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

設計図書の図面のうち建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

 的な標準図とする。

(２)構造関係共通事項(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と

EKW○○

鋼　管

記号（建築用）

管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

GA VU RS

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

（３）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量コンクリー

ERW○○

地下

(             )m/s

(   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造

4.液状化対策 ・有り

・無し

構造関係共通事項（共通事項）　

基準風速(V )0

C =(             )

C =(             )

0

0

C =(             )

C =(             )

0

0

総
則

構造関係共通事項(配筋標準図)　

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

1.1 鉄筋の加工

2.1 異形鉄筋の末端部

折曲げ

角  度

折曲げ内法直径(D)

Ｄ１６以下
Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

  ９０°

  ９０°

  １３５°

  １３５°

  １８０°

４ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

ｄ

３ｄ以上

及び

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ３９０

５ｄ以上

（幅止め筋）

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、

折曲げ図

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。１ｈ

１ １ｈ

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

3.1 継手及び定着

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
１Ｌ　（フックなし）

18

21

45d

40d

35d

30d

18

21

35d

25d

25d

30d

21

鉄筋の

種  類
Ｌ　（フックあり）１ｈ

25d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

30d

35d

35d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

６ｄ以上

Ｄ

８ｄ以上

Ｄ

Ｄ
４ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

２．９０°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

　　　トの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

・耐震構造

耐震安全性
・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)

X方向 Y方向 備　考

 X方向、Y方向

 の適用する計

 算法に○を記

 載する

許容応力度等計算

保有水平耐力計算

限界耐力計算

特別な検証法(時刻歴応答解析による)

その他の計算法(                                    )

大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)

評価　・高層評価　・免震評価　・その他

 (評価番号　             　　　　                 )

指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】

【ルート２】

【ルート３】

ｄ

ｄ
ｄ

ｄ

（余長）

壁

梁

壁

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋

 床版  床版
壁

梁柱

ただし、最上階の

柱頭の四隅部は

フックを付ける。

壁

壁

１．構造図及び構造関係共通事項（共通事項）

２．構造関係共通事項（配筋標準図）、構造関係共通事項（鉄骨標準図）

耐力壁

土圧を受け、かつ耐力壁

の分類

・構造図による

建物概要等

 （範囲・工法・仕様・計測・試験等については構造図を参照）

呼び名

鉄筋の

種類

1.コンクリートの単位

　水量測定

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

1)測定した単位水量が、配合計画書の設計値(以下「設計値」という。)±15kg/m の範囲に

ある場合は、その運搬車のレディーミクストコンクリート（以下「生コン」という。）を

3

3

2)測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、その運搬車の生コン
3

を合格とし打設してよいが、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示する。

その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を

3)測定した単位水量が設計値±20kg/m を超える場合は、その運搬車の生コンを不合格とし、

打設せずに持ち帰らせるとともに、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示

(4)単位水量管理についての記録を書面(配合計画書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により監督職員に提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は当該生コン生産者以外の機関とする。

3

4)3)により不合格となった生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

施
工
方
法
等
計
画
書
関
連
等

3

合格とし、そのまま打設する。

3 3

行う。

する。その後、単位水量が設計値±20Kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い、　

更に設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3

3

　　余長は４ｄ以上とする。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

(１)構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通事項以外の図面をいう。

1.3 用語の定義

1.4 記号等

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁 スラブ

10d

３Ｌ

フックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d

35d

30d

30d

35d

18

20d

１

２

３

ただし、スラブ筋でＤ１６以下の場合及び壁筋の場合は除く。

表3.2　隣り合う継手の位置

（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（ｂ）鉄筋の定着

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

SD345

SD390

21

24，27

30，33，36

21

24，27

21

45d

40d

35d

35d

40d

30d

30d

20d

35d

25d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

フックなし

フックあり

重 

ね 

継 

手

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ ａ≧0.5Ｌ

ガ
ス
圧
接
継
手

機
械
式
継
手

 ガス圧接継手・溶接継手

35d

30d

25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

18 40d50d

35d45d

35d40d

40d50d

40d45d

１ｈ

２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ３ｈ

SD295A

SD295B

Ｌ１ｈ ａ Ｌ１ｈ

１ｈ

ａ

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ１

１ ａ≧0.5Ｌ

Ｌ１ ａ

１

Ｌ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

ａ

 カップラー

ａ

ｂ

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

の場合

の場合

30，33，36

24，27

30，33，36

Ｌ１

溶 

接 

継 

手

（片持小

小梁の場

合２５ｄ）

（片持ス

ラブの場

合２５ｄ）

　　　　　　　　受ける小梁は除く。

　　　　　また、中間部での折曲げは行わない。

（２）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の直線定着長さは、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）とする。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ１ ２ ３

直線定着の長さ

Ｌ  、Ｌ  又はＬ１ｈ ２ｈ ３ｈ

フックあり定着の長さ

▽
定着起点

▽
定着起点

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

図3.3　折曲げ定着の方法

（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3により、

　　　次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａ

余長

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ ｂ

余長

小梁及びスラブの上端筋の

　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上とする。

全長

　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬａ及びＬｂは表3.4に示す長さとする。

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

全長

S ※

0

(   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造

(          )秒

・制振構造

2
(　　　       　)m

軒高 (　     　)m

高さ (　     　)m

地上(      )階

(　　　       　)m

(                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造

30

・多雪区域以外

20

30

70

-1構

構-2

－

－

－

R06.03



足立 收平一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．

会社
株式 － ／

ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

－共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事

Ｓ

構造標準（2)

03

末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の
添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手 定着（スラブの場合）

50d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d ≧6d

5
0d

≧6d

d

１節半以上、かつ、150mm以上

Ｌ

定着（壁の場合）

１

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１ ３

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ(mm )

30

30

20

30

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（３）隣り合う鉄筋の径の平均（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

　　　る。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

4.1 最小かぶり厚さ

Ｌ２

Ｌ３ Ｌ１

 鉄筋

１節半以上、かつ、150mm以上

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
ａＬ 

18

21
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鉄筋の

種  類
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20d30，33，36
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20d
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20d

SD295A

SD295B

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。）

　　　　　　　 （片持小梁及び片持スラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

２Ｌ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（ａ）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

間隔

Ｄ あき Ｄ

柱

梁 梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

柱

梁 梁

１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

D≦100柱

梁 梁

上下の柱断面寸法が異なる場合，

同径の鉄筋を束ねたものとする。
帯筋は，１サイズ太い鉄筋又は

梁面より割り付ける。

帯筋

１
1
.5

P 
＠

１ P 
＠

２
1.

5P
 ＠

２ P 
＠

１
1.

5P
 ＠
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継手長さ

継手長さ

 /4 0

15d（余長）

≧100

 /2 0  /4 0

 0

継手長さ 15d（余長）15d（余長）

継手長さ20d（余長）

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

継手長さ

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

15d（余長）

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

図6.3　帯筋組立の形

（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（６）段違い梁は、図7.2による。

（ｂ）柱打増し部

（１）打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合の壁、梁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分

（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

（３）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合のスラブ、壁、梁筋等の定着長さは、打増

　　　し部分を含まない。

図6.2　柱打増し部

（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。

6.2　帯筋

7.1　大梁
（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（ａ）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　とする。

（ａ）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、構造図による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

２

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）
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6.1　柱

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。
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図7.2　段違い梁

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置
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図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

二段筋１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １Ｌ

２
Ｌ２

Ｌ

ａＬ２Ｌ
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（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。
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図7.9　腹筋および幅止め筋

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（ｂ）あばら筋は、7.2による。

（１）壁配筋の重ね継手の長さはＬ　、定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

２

図8.1　壁の配筋

（ａ）一般事項

（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は構造図による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は構造図による。

（１）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

（ａ）壁開口部の補強

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは構造図による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。１

表9.1　Ｓ形配筋

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び

　　　スラブ厚さは、構造図による。

表9.2　ＣＳ形配筋

（３）打増し部分に、壁、スラブ等が取り付く場合の壁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分を

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

上端筋

=45゜

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

・
・

7.3　小梁

7.4　片持梁

8.1　壁

8.2　壁の補強

9.1　スラブ

9.2　片持スラブ

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、構造図による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（１）形は、図7.5（イ）とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

7.2　あばら筋等
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表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

120

150

180

200

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

180

200

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

縦横

補強筋
壁の種別

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋

開口

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺

方
向

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

耐圧スラブの場合

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4
D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

≦P'＠

 /4 0

 0

P'＠

２Ｌ

２Ｌ１Ｌ継手

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

D10-200@

一般階

15d(余長) 15d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １Ｌ

20d(余長） 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長）

 /4 0  /4 0 /2 0

 /6 0  /4 0  /4 0  /4 0

 /4 0  /4 0 /2 0

 /2 0

 0

7  0/12

 0

２Ｌ (定着)

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部端部

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

 /4 0  /4 0 /2 0

３Ｌ ｈ  /6 0

 0

 /6 0
３Ｌ ｈ /3 02

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。

　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

２
Ｌ

 /4 0

下端筋

最上階一般階

15d

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

 /32 ａＬ

２Ｌ

３Ｌ ｈ

15d  /32

２
Ｌ

ＬＬ ３Ｌ ｈ

      含まない。

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

壁の種別

W18，W20

W12，W15

主筋　配筋種別

(頭つなぎ梁)

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

１
Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

２Ｌ
３Ｌ

２Ｌ

Ｄ

ａＬ２Ｌ

ａＬ

２Ｌ

３Ｌ ｈ

ｂＬ

ｂＬ ｂＬ ２Ｌ

ｂＬ
ｂＬ

２Ｌ

（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

１

　　　とする。

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

(D16)
受け筋

ｂＬ

２Ｌ

２
Ｌ

連続端外端

連続端

04
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05

2-D13
先端補強筋

2-D13
先端補強筋

4-D13
先端補強筋

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合

10
0以

下

先
端

壁
厚

以
上

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

D10-200@
主筋

2-D13

2-D13

１

Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２

(   )本
１ｎ 

２

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

中間部

ａ D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13

D10-300@

t

配筋種別

配筋図

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

D13
2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13配筋図

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

D10-300@

D10 

D10

３Ｌ

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

t

D13

 D10

D10

D13

D10-200@

t

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

2-D13 2-D13

10
0以

下

先
端

壁
厚

以
上

２
Ｌ

10
0以

下

出隅受け部配筋出隅部補強配筋

(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

出
隅

部
分

の
補

強
筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にＬ 定着する。

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

 /
2

１

２

１

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

 0

150

２Ｌ

 0

１Ｌ

１Ｌ

１

Ｌ

800

 /2１

出隅部

土間コンクリート補強筋

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 出隅部の補強筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

（３）出隅部

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（ｂ）屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。

１

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（ｄ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段

10.2　二辺固定スラブ形階段

     配筋する。

による。

 0

t

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（ａ）梁貫通孔は、次による。

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。

（２）配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔 11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｄ

Ｄ

パラペットの配筋は図11.6による。

11.3　パラペット

２
Ｌ

２
Ｌ

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

２Ｌ

Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１
Ｌ

１

Ｌ

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

ｔ

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

２
ＬＬ

10d以上

ａＬ

（段差なし）

（段差あり）

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

Ｌ

２Ｌ

（段差なし）

 受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

Ｌ

（段差あり）

２
Ｌ

ａＬ

主筋

主筋
D10-200@

t

t

ａ
２

Ｌ

ａ
２

Ｌ

２

（注）ａ≦300の場合

２Ｌ

ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ

8d
以

上

10d以上

8
d以

上

配力筋

配力筋

主筋
D10-200@

配力筋

D10-200@
配力筋

11.4　メッシュ型枠

(１)  使用箇所

　　　使用部位は、基礎・地中梁及び関連する柱部分とする

　　　（見えがかりで、仕上げのない部分及びピット部分は除く）

　　　・メッシュ材質　鋼板：JIS　G3302、板厚０．５mm以上、めっき８０kg/㎡以上

　　　・桟用パイプ材質　JIS　G8305、直径２５mm以上、厚さ１．２mm以上

　　　・締付材はボルト式又は番線式とし、付属材料は監督職員の承諾を受ける

(３)  組立て

　　　・組立て桟用パイプの立て込み間隔は３００mm以下とする

(４)  型枠の取り外し

　　　桟用パイプの存置期間は標準仕様書６．８．４により、型枠用メッシュは取り外さない

(５)　鉄筋の最小かぶり厚さ

　　　表４．１による

(２)　材料及び構造

　　　・組立ては製造所の施工要領書に従う

　　　ただし、地中梁・柱は設計寸法に１０mmを加える

180 180

縦筋

横筋

D10-150@ダブル

D10-150@ダブル

図11.6　パラペットの配筋

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。

KA1

D10-300@

D10-300@

t

D13
D13

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

　　  範囲には孔を設けてはならない。

      口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することができる。
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構造標準（5)

06

M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号

区分 M16 M20 M22 M24

溶融亜鉛めっき高力ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

現　　場　　溶　　接

全　　周　　溶　　接

表1.7　溶接の補助記号

 溶  接  面

溶 接 継 手
隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

完全溶込み溶接

表1.6　溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０６０

基準線

。

引出線

（折線）

。
６０

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

。

基準線

図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

（F8T相当）

（F10T、S10T）
普通ボルト

M12

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g
（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

35°

2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

60°

45° 30°

ｔ≦６

6＜ｔ≦19

G

35°

G ＝ｔ

ｔ

45° 30°

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

60°

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

60°

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

60°

ｔ≦12

0

1/4 t≦ S ≦10

35°

7

45°

/ （ｔ-2）/ （ｔ-2）

ｔ

1 3

2 2 3

60°

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ｔ≦19

19＜ｔ≦40

ｔ

６＜ｔ≦40

≧
60°

1/4 t≦ S ≦10

35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

６＜ｔ≦19

≧
60°

0

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ｔ≦40

75°≧
45°

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

60°

12＜ｔ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

35°

S ＝ｔ

かど継手(L)の開先標準

35°45°
50°

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｄ ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ／２ ｄ／２

ｄ ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄ

ｄ

ｄ ／
２

／２

22

13

フレア溶接(FL)の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

４５°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

４５° ４５°

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2
S

60°

2

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

( 　　　　　　　  　 )

1

g 1

g 1 g 1 g 2 g 3g 2

構造関係共通事項(鉄骨標準図)　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準
1-3 鋼管分岐継手詳細

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

p

g2

g 1 g 2g2

g 3

6

ｔ

7

2 ｔ 2 ｔ

6

ｔ6

2 ｔ

7

ｔ

D
2

D
1

2

2 ｔ

6

ｔ

D
2

D
1

6

ｔ ｔ

6

2
S

ｔ2
S

ｔ

ｔ2
S

7

ｔ2
S

S

ｔ2
S

7

ｔ

S
6

S

ｔ

7

2
S

ｔ

D
2
D
1
S

S

7

ｔ2
S

ｔ

D
2
D
1

6
S

S

2

S

ｔ

S

ｔ ｔ ｔ ｔ

6

6

7

ｔ2 ｔ2
S

ｔ

7

2 ｔ6
S

7

2 ｔ ｔ

D
2
D
1

2
S

ｔ

7

2 ｔ

D
2
D
1

6
S

S

S

S ｔ

S
S

S S

ｔ

S S

ｔ

ｔ

S

S D

ｔ

S S
D1

2
D2

ｄ ／
２

ｄ／２

ｔ

ｄ／２ ｄ／２

ｄ／２ｄ／２

t

ｔ ｔ ｔ

S
S

S
S

S S

S

50°～60°

引出線

（ｄ）ボルト記号

（ｂ）エンドタブ

（ａ）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

1-4 鉄骨溶接施工

手溶接

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（ｃ）裏当て金

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

S

S

S

St t

1Ｆ 1Ｆ

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

12

R06.03



足立 收平一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．

会社
株式 － ／

ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

－共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事

Ｓ

構造標準（6)

07

1-6 梁貫通孔補強 1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立
（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ （ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。 片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

1 2（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。 （１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。 （２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

ＦＬ

Ｌ貫通孔の位置の限度（単位：㎜） ＦＬ

H ：鉄骨せいSrSr 22

Ｌ1
0
0

以
上

Sr
1Sr D ：はりせい

1

φ H D φ：貫通孔の内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

1
0
0

以
上

Ｌ

従来型スカラップ

Ｌ（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。
ＦＬ

Sr （ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。
ＦＬ

（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。
Sr

補強プレート法

（１）補強プレート厚が16㎜以上となる場合は、必要な厚さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。 1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置
（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

1Ｆ 鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。
2Ｆ（ｅ）スニップカット

1Ｆ
（単位：㎜）ｆt（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

5
0

5
0

鉄筋の呼び名 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32
t tw p 鉄筋貫通孔の径 21 24 28 31 35 38 43 462t Ｆ補強プレート

２ φ 2
0

S
c

H

r
1Ｆ

1Ｆ5
0

0～5 0～5 Cスニップカット L
鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

Sc
１e

１ ２　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする） 柱主筋

ｅ：材端と補強プレートの間隔

直交梁 梁上端主筋

梁主筋

（２）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。 補強トラス法

(
b
s
)

(
b
s
)

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

t 6 9 12 16以上 柱帯筋 70以上
(b
s)

100以下 B
2Sc 10 12 14 15 Ｆ

柱主筋(bs)T (自然開先)
梁あばら筋

梁下端主筋

柱主筋50
2ｔ Ｆ（ｆ）溶接部分の段差 fｔf 柱帯筋φ

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合 補強トラス

1/2.5以下
0～560° 0～560°

1 Ct 2 Lt

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

1-7 壁筋の周辺部材への定着

（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

40程度
小梁下端主筋小梁下端主筋

入熱 パス間温度
鋼材の種類 規格 溶接材料 １

（KJ/cm） （℃） (
b
s
)

Ｌ 緩やかに折り曲げる
JIS Z 3211 引張強さ570Mpa以上のものを除く 40以下 350以下

２YGW-11,15 40以下 350以下

ＬJIS Z 3312
YGW-18,19 30以下 450以下

２T490Tx-yCA-U 定着用差し筋 　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

Ｌ40以下 350以下
400N級鋼 T490Tx-yMA-U

JIS Z 3313

１T550Tx-yCA-U

Ｌ コーナー筋
30以下 450以下 1-11 普通ボルト接合

T550Tx-yMA-U
2JIS Z 3214 引張強さ570N/mm 以上のものを除く もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

40以下 350以下
JIS Z 3315 YGA-50W,50P 梁への定着方法
JIS Z 3211 引張強さ570Mpa以上のものを除く 40以下 350以下

YGW-11,15 30以下 250以下
JIS Z 3312

２ ２Ｌ ＬYGW-18,19 40以下 350以下 定着用差し筋
緩やかに折り曲げるT490Tx-yCA-U

30以下 250以下
490N級鋼 T490Tx-yMA-U

JIS Z 3313
T550Tx-yCA-U

１ １Ｌ Ｌ40以下 350以下
T550Tx-yMA-U

2JIS Z 3214 引張強さ570N/mm 以上のものを除く コーナー筋
40以下 350以下

JIS Z 3315 YGA-50W,50P

JIS Z 3312 YGW-18,19 柱への定着方法
520N級鋼 T550Tx-yCA-U 30以下 250以下

JIS Z 3313
T550Tx-yMA-U

YGW-11,15 30以下 250以下
JIS Z 3312 1-8 柱組立筋

YGW-18,19 40以下 350以下

400N級STKR、 T490Tx-yCA-U
30以下 250以下

BCR及びBCP T490Tx-yMA-U
JIS Z 3313 組立筋

T550Tx-yCA-U 6φ－1000@
40以下 350以下

T550Tx-yMA-U

JIS Z 3312 YGW-18,19
490N級STKR、

T550Tx-yCA-U 30以下 250以下
及びBCP JIS Z 3313

T550Tx-yMA-U

1-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ

鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合の溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。
D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

Ｌａ及びＬｂは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値
La L Lb

Ｓ：溶接のサイズ
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(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】

(2)適用する柱およびはり材

部材記号

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

･建築構造用圧延鋼材(JIS G 3136) SN400B,C

･一般構造用圧延鋼材(JIS G 3101) SS400

･溶接構造用圧延鋼材(JIS G 3106) SM400A,B

1.NDコア仕様
2.NDコア仕様の決め方

ND150

ND175

(1)NDコアの形状寸法および重量

外径B

152

177

部材記号

単位質量板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm) (kg/m)

a)適用する柱材の材質および規格

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

202

252

22.0

24.0
ND300 302 29.0

設計記号 数量(個)

(1)NDコア長さLの設定方法と注意点

150～

85.1
124

184
265

ND200

ND250

材質

※1　設計記号は､部材記号-長さ(mm)で記入する｡　(例)ND300-600､ND200-550

長さ(mm) 斜め切断(勾配)

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

t
B

B

B

B

t

ND250～ND400ND150～ND200

b)適用するはり材の材質および規格:下記規格のH形鋼 

･建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

･一般構造用角形鋼管(JIS G 3466) STKR400 

余長≧e(はりC)

はりA 

はりB 
はりC 

余長≧e(はりA) 

段差はり 

はりA 

はりB 

はりC 

NDコア長さL

傾斜はり･斜め切断 

はりB,はりCの小口基準面 10 
X 

b)はりに傾斜がある場合には､はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること｡ 

　･平成19年国土交通省告示第593号､第594号､第595号､第596号

　･同「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」

　･平成20年5月23日施行改正建築基準法

　･(一財)日本建築センター「2015年版建築物の構造関係技術基準解説書」

a)NDコアは柱･はり組合せ表の範囲において柱､はりに対して､許容応力度設計､保有耐力接合条件を満足して

おり､あらためて接合部の検討は不要である(【柱はり組合せ編】参照)｡ 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では､通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし､柱およびはりを線材

置換して､鉄骨フレームの設計を行うことができる｡ 

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については､下記の規基準等によるものとし､通常の設計

フローに従って､部材の設計､架構解析､耐力の確認等を行う｡ただし､ルート3を用いて設計をする場合､ND

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため､柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

中間階部 柱頭部

補強プレート

余長≧e

余長≧e

(1)鉄骨製作方法

(2)接合方法

(3)柱頭部補強プレート取り付け方法

4.NDコア鉄骨製作要領

隅肉溶接仕様

≧9

≧6

≧12

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い､施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う｡ 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「NDコア鉄骨加工要領書」に示す｡ 

b)記載なき事項については､(一社)日本建築学会「建築工事標準仕様書･同解説　JASS6鉄骨工事」､同「鉄骨工事

技術指針」､および(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」による｡ 

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし､NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト接合とする｡

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する｡余長eは別紙「柱はり対応表」にて

特記の無い限りは25mmとする｡

c)NDコアは､NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが､はり外面合せの場合､

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは､隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する｡ 

a)柱頭部は､NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける｡

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで､490N級の溶接ワイヤを用いて行う｡ 

または 
高力ボルト接合 

はり下端の段差

棟部 桁部(斜め切断)

バルコニー部の段差

隅柱･側柱 はり芯が斜めの場合

5.NDコア納まり例

(1)はり取り付け位置

(3)段違い形式はり

※)柱頭上部の斜め切断の勾

余長≧e

余長≧e

段違い形式はり 斜め切断傾斜はり

【NDコア長さLの採り方例】

長さ範囲

(mm)
69.8

断面形状

(2)柱頭部仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

c)柱頭部を斜め切断した場合は､はりの傾斜は切断角度以下とする｡ 

a)柱頭部では､NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること｡

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

斜め切断有り

d)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すこと

柱頭切断角　最大45ﾟ

はり傾斜角

補強プレート 

柱頭切断角以下 

3.鉄骨躯体の設計方法

c)柱頭部を斜め切断すると､NDコア小口面の長さが増加するため､右図を参考に､実状に合わせて補強プレー

柱頭部

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

d)NDコアとはりとの接合の際､NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は､グラインダで平滑に仕上る

等適切に処置する｡

トを準備する｡ 

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりC)

NDコア長さL

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりA) 

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う｡

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

または 
高力ボルト接合 

寸法 板厚※

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート取り付け仕様

寸法 板厚※

(mm) (mm)

斜め切断有り

溶接サイズ

(mm)

ルート1-1

ルート1-2

ルート2

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ただし､NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

いため､柱･はり耐力から崩壊形を判定して､フレー

ム設計を行う｡

崩壊形の判定に影響しない､柱頭部については､

特別な検討は不要である｡

ルート3

(5)柱頭部

陸屋根 桁部

(2)一般部

一般部

(6)デッキプレート納まり

(7)NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

(8)補強プレートどぶ付けめっき用開口

デッキ受け材(板厚6mm以上)

･通しダイアフラムが無いため､デッキ

受けを取付けて対応する｡

･受け材の板厚は6mm以上とする｡

･デッキプレートの乗せ代は､デッキの

規基準等に従う｡

かさ上げ材切欠き 余長を大きく取る 補強プレートを厚くする場合

かさ上げ材切欠き 補強プレート厚肉化

余長大

※開口位置･大きさについては､どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい｡

中央大+4隅小 4隅大

※開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すことが望ましい｡

(4)スロープ

スロープ部

中柱 中柱 (柱径=はり幅)

･本仕様書は別紙「NDコア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用

･本仕様書に記載の無い事項は､「NDコアカタログ」の他､日本建築学会「建築工事標準

書･同解説　JASS6鉄骨工事」(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管

設計･施工マニュアル」および関連規基準に従うこと｡

すること｡

端あき

端あき

端あきはND150･ND175で10mm､

ND200･ND250･ND300で15mm程度

設計が可能｡

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能｡

※1

※2 ※4※5※3

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするかもしくは梁ウェブを切り欠くなど適切に処置すること

が望ましい｡ 

ND400 402 38.6 470

+2.0 
-2.0 

ND350 310×310 310×PL

ND350 310×310 310×PL

+3.0
-0 

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

※　角落ち防止のため､板厚は1サイズアップを推奨する｡

    (斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)

≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL
ND350･ND400で20mm程度

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

ND350 352 33.8 360

≧16≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

※7　NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡梁との溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

10外観､11試験､12検査､13再検査の各規定に適合している｡SN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

≧l（はりＣ）
かつ

≧l（はりＢ）

≧l（はりＣ）

≧l（はりＢ）かつ

≧l（はりＡ）かつ

L≧ｌ L≧ｌ L≧ｌ L≧ｌ

配は45ﾟ以下とすること

適合していないが､当該JISに示される

a)NDコアの長さLは､取付く各はり(最大で4方向)全てに対して､最小余長eを確保し､かつ最小長さｌ以上となるようにする。

最小余長e､最小長さｌは柱はりの組合せで決まっている寸法であり「設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】を参照する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は､それぞれの接合面に対応する小口において､最小余長e､最小長さｌを確保する。

小口が傾斜している面では､低い位置を基準として最小余長e､最小長さｌを確保する。

d)柱頭部の斜め切断の勾配は45ﾟ（10寸勾配)以下とする｡(斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)　

b)柱頭部を斜め切断する場合は､片流れの切断とし､切断角度は45ﾟ以下とする｡

SN490B-ND 

SN490B-ND 

SN490B

※6

※6
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ND400

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和2年3月31日付)
･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  2/3 はり中広幅】角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること｡

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

198

244

335

344

310

400

294

380

294

344

294

344

320

344

300

394

294

354 370

390

440

490

353

460

440

490

344

466

440

490

344

435

490

344

390

358

390

440

490

344

440

455

440

422

440

430

505

275

326    45

150

302

225

250 310

225

275

350

401     50

430     35 510   105

357 300

350 350 430 510   105

345

510   105

390 390 390

150 150 150 150 150 150 150

200 200 200 200 200 200 200 200

250 225 275 260 235

280

150

200

262

150

200

250

150

200

250

150

200

283

150

200

268

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

510   105

532 532

538

638

490 490 490490

175

198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244

198 198 198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532532 532532 532

538538538538538538538538

638638638638638638638638

175175175175175175175175175175175175175175175 175

390390 390 390

225 225 225 225 225 225 225 225 225

407

440

490

390

490

390 390

488

435

445

560

420

440

490

390

440

390

515

325 300 300 300 353

350

340 305 300

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

387

555

510490

198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532 532570 532532 532

538538538538590538538

638638638638638638638638638

175175175175175175175175175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

348

344

395

525

315

250

150

200

198

244

294

532

538

638

175

225

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･最小余長e:確保する余長の最小値

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e(はりA)

はりB

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

余長≧e(はりB) 

･NDコア長さL:NDコアの長さ

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

NDコア
NDコア

角形鋼管柱

3.注意点

1.表の見方

2.NDコアの形状および寸法

4-1.ND150～ND200

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

B

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm)

202

252
22.0

24.0
ND300 302 29.0

ND200
ND250

材質

t
B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

+2.0 
-2.0 

長さ範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33.8

中幅

系列

はり

広幅

系列

はり

中幅

系列

はり

広幅

系列

はり

150 150 150 150 150 150 150 150 150 155 150

190 175 198 175 180

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 336 305 294 294 294 320

344 344 344 344 344 344 344 344

150 150 150 150 150 150 150 150

175 175 175 175 175 175 175 175

210 200 200 215 202200 200 200

280 225250 265

250 250 250 255

H-194×150

H-244×175

H-294×200

H-340×250

H-390×300

H-440×300

H-482×300

H-488×300

H-588×300

H-594×302

H-700×300

H-792×300

H-800×300

H-900×300

H-912×302

H-100×100

H-125×125

H-150×150

H-175×175

H-200×200

H-250×250

H-300×300

H-350×350

H-148×100

H-194×150

H-244×175

H-294×200

H-340×250

H-390×300

H-440×300

H-482×300

H-488×300

H-588×300

H-594×302

H-700×300

H-792×300

H-800×300

H-900×300

H-912×302

H-100×100

H-125×125

H-150×150

H-175×175

H-200×200

H-250×250

H-300×300

H-350×350

344 344

390

480

300

380

250

150

200

532

595

638

175

198

244

294

225

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-692×300

H-890×299

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-692×300

H-890×299940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

344 344 344 344 344 344 344 344 344 344

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

644

962

644 644 644 644 644 644 644 644 644

962 962 962 962 962 962 962 962 962

250 250 250 250

400 580   105 400 400 585   110

4-2.ND250～ND350

柱

NDコア

径(材質)

板厚

ND150 ND175

□175(STKR400)□175(BCR295)□150(STKR400)□150(BCR295)

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6 8 9 12 6 8 9 12

ND200

□200(STKR400)□200(BCR295)

柱

NDコア

径(材質)

板厚

ND250 ND300

□300(STKR400)□300(BCR295)□250(STKR400)□250(BCR295)

6 12 16

e

9 6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350(STKR400)□350(BCR295)

12 169 12 16919 1922 22

H-148×100×6×9 212 198 198 217 198 198 217 198 230 198 198 198 198 198 198 198 198 198 H-148×100

150～

公差(mm)

+3.0 
-0 

単位質量

(kg/m)

85.1

124

184

265

69.8

360

※3

150

205

244

305

344

16

198

150

175

200

250

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

294

344

225

250

150

200

198

244

175

19

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

NG NG
NG NG NG NG

NG NG
NG NG NG NG

NG NG

NG NG

※表中のNG範囲は適用不可｡斜線部分は個別に検討が必要なので問い合わせ下さい｡

NG NG

NG NG

NGNG

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくは梁ウェブを

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡

※5　NDコアの角部に突起が生じて梁と干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

402 38.6 470

･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡梁との溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JISに

各規定に適合している｡

525    

使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅを確認する
※1

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

L≧ｌ

L≧l（はりＢ）

L≧l（はりＡ）かつ

適合していないが

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

10外観､11試験､12検査､13再検査の

最小長さｌ最小余長ｅ

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌｌｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

290   35 280   35

177

SN490B-ND 

SN490B-ND ※6

※6

SN490B

294    294 294    294 304

最小長さl 最小余長ｅ

625    70 595    60

542    60

213   35 220   35 265   70 235   45 270   70 245   55

330   50 350   70 330   60 275   35

285   30 285   30

345   65

492    75 445    50

316    35 325    40 315    30

385    30 387    35

465    75

410    55 396    45

485    90 425    30465    70

575    90 560    85

470    35

565    70

640    90

603    35

605    65

635    40

377    35

470    60 475    60 440    40 412    35

243   35 250   30
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足立 收平一級建築士登録93620号
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会社
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一級建築士事務所登録03-578号

－共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事

Ｓ

合成スラブ設計・施工標準

10

標　　準　　納　　ま　　り
耐火仕様②ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

設　　　　　　計

施
　
　
　
　
工

単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42 2.64
2.26

2.39 2.61
2.24

2.37 2.59
2.22

2.35 2.57
2.20

2.33 2.54

2連続 3.06
3.24 3.54

3.03
3.21 3.51

3.01
3.18 3.47

2.98
3.15 3.44

2.95
3.12 3.41

3連続 2.82
2.99 3.26

2.80
2.96 3.23

2.77
2.93 3.20

2.75
2.91 3.17

2.72
2.88 3.15

単純
（内法）

3.01
3.18 3.48

2.98
3.15 3.45

2.96
3.13 3.42

2.93
3.10 3.39

2.91
3.07 3.37

2連続 3.58
3.91 4.18

3.54
3.88 4.15

3.49
3.83 4.13

3.44
3.78 4.10

3.40
3.73 4.07

3連続 3.50
3.68 3.93

3.47
3.65 3.91

3.44
3.63 3.88

3.41
3.60 3.86

3.38
3.58 3.83

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋

支持梁:鉄骨梁

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

耐　火　仕　様
○共通事項

【ＱＬ９９－５０】［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部
開口部補強案

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)]
１）開口がφ150mm程度の場合

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

材料／コンクリート
 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度 Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部
 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） 【ＱＬ９９－７５】
□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)]

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下
接　　　合

□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド

（各長さ・ピッチは特記による　）
梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による

□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)]
耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６

QL99-50

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１
(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点

床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

３）ｗ＞600mmの場合特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

柱廻りの補強例[2]施工上の留意点□
焼抜き栓溶接 アクセサリー
デッキプレート幅方向

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

鉄骨梁の場合墨　出　し

7,350(SPW) 敷込み仮止め溶接4,000 4,900
6,860(APW) 焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

Ａw ＝（　　　　）mm QLデッキと梁との接合

ひび割れ防止筋敷込み

検　　査

コンクリート打設

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

■ＱＬ９９-５０

□無し
■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート

 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０

■焼抜き栓溶接

 ■ 無    □ 有 

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

■ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

■認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上

（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。
　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ

Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン

Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート

外
周

部
大

梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り

Ｃ
異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上)

溶接金網又は異形鉄筋 壁
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)
*2

※1
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う
フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン
間隔1,000以下

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 200 mm 以下※1※1 ＱＬデッキ ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎ 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！

現場切断（QLデッキ）
デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱

ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下
(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３

溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ

コンクリート厚さ３
０

ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝
ｆt×ｊ

    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部
注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

補強筋(D13)
    1)水セメント比を小さくする。

3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下
フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm Ｌ

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw

Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D
３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測大梁Ｑa (Ｎ) 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡
（１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表

棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】

（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

■事前検査

■溶接後の外観検査

■不良部の補修

２０２１／１１／０１

600

(2.42) (2.64) (2.39) (2.61) (2.37) (2.59) (2.35) (2.57) (2.33) (2.54)

(3.41)(3.07)(3.44)(3.11)(3.47)(3.15)(3.51)(3.20)(3.54)(3.24)

(2.99) (3.26) (2.96) (3.23) (2.93) (3.20) (2.91) (3.17) (2.88) (3.15)

(3.37)(3.07)(3.39)(3.10)(3.42)(3.13)(3.45)(3.15)(3.48)(3.18)

(3.67) (4.18) (3.62) (4.15) (3.58) (4.13) (3.53) (4.10) (3.49) (4.07)

(3.83)(3.58)(3.86)(3.60)(3.88)(3.63)(3.91)(3.65)(3.93)(3.68)
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3暫定配合量300(kg/m )、Ｗ/Ｃ＝70％ 　【最終的には配合試験により決定する。】

Xl：室内配合強度

αfl：現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

(3)配合量（固化材量とW/C）

室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて、配合強度を満足するように決定する。

Xl = Xf／αfl

Xf：配合強度

表1．割増係数（L(p)=80%,Vd=25%の場合）

配合管理目標Vd
25%

抜取箇所数(Ｎ)
割増係数αt

2 31
2.163 1.918 1.815 1.719

4～6
1.651
7～8 9～

1.594

配合強度(2)
配合管理目標変動係数を想定し、「8.品質検査」に規定する抜き取り箇所数Nから表１を用いてαt を決め、配合強度X

　＝　Fc×αX t

α：t 割増係数

設計基準強度Fc：

X ：配合強度　

f

f

f

７．配　合　管　理

(1)セメントスラリーに使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

(1)

試験名

試料箇所数 1箇所

室内配合試験

６．配　合　試　験

本工事に先立ち現場から試料土を採取して、所定の室内配合試験を実施し、所要の強度が得られるよう配合条件を決定する。

５．施　工　機　械

(4)改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること

(3)所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

(2)攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な
吐出切替構造であること

(5)ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること(1)

4．施　工　計　画

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

(1)地盤概要 (5)施工機器及び仮設設備と配置

(4)工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等） その他、必要事項(8)

(3)工事期間及び工程 (7)建築技術性能証明書

(2)工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度） 配合管理・施工管理・品質管理の方法(6)

３．特　記　事　項

(7)品質及び施工管理は、スリーエスG工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。

(6)工法の選定は、(財)日本建築総合試験所における性能証明を有する工法を選定する。

(5)セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスG工法協会に所属する会員とする。

(4)設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

(3)施工法は改良体の変動係数が25％以下であることが、公的機関で証明されている工法とする。

(2)
10％とする。
コラム設計基準強度はFc=900kN/㎡、設計時に想定するF検定結果は既往の調査結果から変動係数の推定値を25%以下、不良率

(1)コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラ
リーの配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

１．工　事　概　要

２．一　般　事　項

スリーエスG工法　品質・施工マニュアルによる工事を行う。

本地業は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（以下指針という）及び

本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、現地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。

0273422-000000 共同利用冷凍冷蔵施設整備 建設工事

ス リ ー エ ス G 工 法 特 記 仕 様 書　[GBRC性能証明 第07-21号改2]

① 検査対象群は概ねコラム300本を１単位とする。（※検査対象層は50㎝以上の土層を対象とする。）

表２．調査箇所数

注記) 深部コア採取の内、最低1箇所については機械ボーリングによる全長コア採取を行い、下記(2)コア採取率を調査する。

検査手法A
深部コア試験

頭部モールドコア試験試験

全長ボーリングコア

モールドコア

④ 調査箇所数（検査対象群に対して）

③ 検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。その場合は、選定工法による改良体の強度のバラツキデータを

添付すること。

② 検査対象層（シルト、砂質シルト、シルト質砂）であり設計対象層を（シルト）とする。

８．品　質　検　査

(1)検査対象群、検査対象層及び調査箇所数。

2箇所

1箇所

3箇所

を設定する。

他の箇所については、モールドコアで行ってもよい。

(2)コア採取率による調査

コアボーリング調査の内、検査対象群に1箇所の割合でコア採取率を調査する。

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％、深さ１ｍごとに粘性土で85％、砂質土で90％以上であることを確認する。

(3)合否の判定

① 設計対象層についての抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とする。

② 一軸圧縮試験は、公的機関、第三者機関または検査員立会いのもとに行うものとする。

③ 検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Aとする。

④ 検査手法Aによる品質検査

合否の判定は設計対象層におけるN箇所(抜き取り箇所数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

X ≧ X = Fc + ka ･σdN  L  

：N箇所の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）X N

X ：合格判定値（kN/㎡）L

Fc ：設計基準強度（kN/㎡）

：合格判定係数ka

：標準偏差（kN/㎡）　（σd=Vd･qud）σd

Vd ：想定した強度の変動係数

：想定した平均一軸圧縮強さ（kN/㎡）qud

抜取箇所数N

合格判定係数Ka 1.9

1 2

1.7

3

1.6

4～6

1.5 1.4

7～8 9～

1.3

六価クロム溶出試験(4)

配合計画段階に、六価クロム溶出試験を実施し、試験結果(計量証明書)を提出するものとする。なお、試験方法はセメント

及びセメント系固化材を使用した改良土等の六価クロム溶出試験要領によるものとする。

（環境庁第46号（土壌汚染に係る環境基準）による。）

検査検体数、検査対象層、基準値は下記のものとする。

検体数：1検体

対象層：設計対象層（シルト）

基準値：0.05 (mg/L)以下

９．工　事　報　告
工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

コラム伏図及び番号①

コラムの施工日②

コラムの径及び改良長③

掘削深度④

固化材の配合と使用量⑤

コア圧縮強度試験結果⑥

合格判定結果⑦

１０．その他

本工事は、施工計画等に関する施工実績及び技術資料を受け付けた工事である。

同等工法とする場合は、新たに施工実績及び技術資料等を求め適用性を判断すること。

問合せ先・・・スリーエスＧ工法協会 本部E-mail. 3sg@gansui.co.jp
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-D
13

 13-D13

 9-D16

柱状改良 2-1,200φ

 8-D13

備　考

ベース筋

ハカマ筋
 5-D13

ﾍﾞｰｽ：9-D16

ﾊｶﾏ：5-D13

ﾊｶ
ﾏ：

8-
D1

3

ﾍﾞ
ｰｽ

：
13

-D
13

 13-D13

 9-D16

柱状改良 2-1,200φ

 8-D13

F5Ae

5-D13

8-D13

9-D16

13-D13

1,
00

0 30
0

△
柱

芯

備　考

ベース筋

ハカマ筋
 5-D13

ﾍﾞｰｽ：9-D16

ﾊｶ
ﾏ：

8-
D1

3

 13-D13

 9-D16

柱状改良 2-1,200φ

 8-D13

F5Ae2

△柱芯

5-D13

8-D13

9-D16

13-D13

1,
00

0 30
0

ﾊｶﾏ：5-D13

ﾍﾞ
ｰｽ

：
13

-D
13

備　考

ベース筋

ハカマ筋

※［  ］はF6Aを示す

7-D13

5-D13

5-D13

ﾊｶﾏ：5-D13

ﾊｶ
ﾏ：

5-
D1

3

7-D13

ﾍﾞ
ｰｽ

：
7-

D1
3

ﾍﾞｰｽ：7-D13

柱状改良 1-1,200φ

 7-D13

 7-D13

 5-D13

 5-D13

F6 F6A

1,
20

0

60
0

[1
,0

00
]

[4
00

]

備　考

ベース筋

ハカマ筋

ﾊｶﾏ：5-D13

ﾊｶ
ﾏ：

5-
D1

3

ﾍﾞ
ｰｽ

：
7-

D1
3

ﾍﾞｰｽ：7-D13

柱状改良 1-1,200φ

 7-D13

 7-D13

 5-D13

 5-D13

F6Ae

7-D13

7-D13

5-D13

5-D13

1,
00

0

40
0

△
柱

芯

△
柱

芯

5-D13

10-D13

20-D13

9-D19

9-D16

13-D13

8-D13

5-D13(1
,2

00
)

［
1,

00
0］

(5
50

)
［

35
0］

25
0

50

50
0

50
15

0

20
0

50

50
0

50
15

0

20
0

50
15

0

20
0

50

40
0

50
15

0

20
0

50

40
0

50

50
0

50
0

1,
20

0

50
15

0

20
0

50

40
0

2,
15

0

1,
50

0

80
0

20
0

3,
80

0

60
0

1,
30

0
1,

30
0

60
0

1,300

650 650

2,
60

0

60
0

1,
40

0
60

0

1,300

650 650
2,

60
0

60
0

1,
40

0
60

0
1,300

650 650

200

200

2,
60

0

60
0

1,
40

0
60

0

1,300

650 650

70
0

1,300

650 650

1,
30

0

65
0

65
0

1,300

650 650

1,
30

0

65
0

65
0

200 200

200 200

R06.03



足立 收平一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事 1/50

一級建築士　大臣登録 　第 327195号
構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

増築①　基礎リスト（3）

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 16

位置

符号

腹筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

巾止め筋

断面

上端筋

FG2

全断面

20
0

□-D13@200

4/1-D22

4/1-D22

4-D10

2-D10@1,000

全断面

□-D13@200

4/1-D22

4/1-D22

4-D10

2-D10@1,000

全断面 全断面

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

4-D22

4-D22

FG1、FCG1 FG4、FCG2FG3

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

4-D22

4-D22

FG5

中央6 端 端7

4-D22

4-D22

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

4/2-D22

4/2-D22

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

FG6

端7 端8中央

4-D22

4-D224/2-D22

4-D22

端

4-D22

4-D22

4-D22

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

L 端M中央

FG7

4/2-D22

4/2-D22

4/3-D22

▽GL

位置

符号

腹筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

巾止め筋

断面

▽FL

▽GL

上端筋

全断面全断面

□-D13@200

2-D10

1-D10@1,000

FG8

4/2-D22

4/2-D22

FB2

□-D10@200

2-D10

1-D10@1,000

3-D19

3-D19

位置

符号

断面

△GL

腹筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

上端筋

巾止め筋

柱型主筋

HOOP D13@100

12-D22

D13@100

12-D22

D13@100

14-D22

FC3

D13@100

FC4

D13@100

12-D22

D13@100

12-D22

FC5 FC6

16-D22

柱強軸

柱弱軸

柱強軸

柱弱軸

FC1符号 FC2

断面

▽機械室FL

▽FL

符号 版厚 位置
長辺方向

備考

上端筋

下端筋

端部

短辺方向

中央端部中央

スラブリスト  

S1

基礎柱リスト　S=1/50

220
D13@100

D13@100 D13@100

D13@100 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200

□-D13@200

全断面

B1

4-D19

5-D19

ﾋﾟｯﾄ土間

D13@200

D13@200

S1

□-D13@200

4-D22

4-D10

2-D10@1,000

全断面

FB1

4/2-D22

20
0

S1

□-D13@200

4-D10

2-D10@1,000

全断面

20
0

FB3

5/4-D22

5-D22

20
0

D13@100

2-D19

2-D19

機械室側溝

D13

80
0

25
0

50
450

10
0

1,
30

0

25
0

10
0 50

450

60
0

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

450

80
0

10
0 50

80
0

25
0

450

10
0 50

80
0

25
0

350

20
0

700

90
0

75
0

750

85
0

850

1,
05

0

1,050

25
0

50

450

10
0

1,
30

0

20
0

1,
53

0
22
0

55
0

50
10

0
1,

00
0

20
0

1,
53

0
22
0

550

50

450

10
0

1,
00

0
55

0

50
0

300300

22
0

22
0

750 700

1,
10

0

1,
00

0

40
0

600

地中梁リスト　S=1/50

R06.03



増築①　基礎リスト（4）
足立 收平一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事 1/50

一級建築士　大臣登録 　第 327195号
構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 17

▽FL

4-D13

風除室柱基礎 P10柱脚部土間補強

▽FL

2-D13

6φ＠100

D13@200

▽GL

▽FL

▽GL

▽FL

柱状改良　8-1,200φ

D13@200

D13@200

D13@200
D13@200

改良土埋め戻し

ﾌﾟｯｼｬｰ式児童生積み機詳細図　※参考

固化材添加量60kg/m3 Fc=90kN/m2
不

陸
調

整
用

目地切(5m@程度)

改良土埋戻し

※

地盤改良　t=GL-600まで

充分に転圧すること

充分に転圧すること

▽GL

D13@200
土間仕様（脱ﾊﾟﾝﾗｲﾝ他）

L2

3-D16

梁STと同径同ﾋﾟｯﾁ

D13@200

D10@200

D13

▽GL

腰壁、梁上増打ち要領

▽GL

D13@200

▽FL

▽GL

柱状改良1-1,200φ

螺旋階段基礎

12-D13

D10@150

7-D13

土間仕様（冷蔵庫、冷凍庫）

80
0

10
0

30
0

800□

30
0

300

15
0

20
0

15
0

200 200

20
0

20
0

200 200

20
0

80
0

2,
73

0

1,
83

0

2,
13

0

5,700

18
0

60
0

0～
60

20 120

80
0

80
0 50
0

30
0

50

1,300□

R06.03



足立 收平一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事 増築①　中間階伏図 1/300

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 18

Ｎ

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・ 図中　　　　は、ﾃﾞｯｷ方向を示す。 は、折板流し方向を示す。

・

・

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

梁天端高さ及び柱芯は軸組図参照。

折板　H=166 t=0.8 折板受け小梁天端はG梁天端+50とする。

V1材天端はG梁天端-60

水平ﾌﾞﾚｰｽはM20とする。

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

中間階伏図　　S=1/300

ブレースは下階ブレース位置を示す。

J2

K2

G2

H

H2

H

I

J

K

L

M

A

G

B

G2

C

D

E

F

2 6 8 94 73 51 10 11

D2

F2

X

Y

C39Y

C488Y

C39Y

C3

C39X

BR1 BR1

P24

HB24

P24

C4P19 P19

P24

BR
1

BR
1

P24

BR
1

C488X

C488X

C488X

C39X

BR
1

BR
1

BR
1

C488Y C488YP24 P24

HB24

P19

P24

P24 P24

P24

C350Y

C350Y

P24 P24 C39Y P24 P24

C39X

P24

C39XC39X

P24

C39X

P24

C39X

P24

BR
1

BR
1

C39X

C39X

P24

C39X

P24

C39X

C3

C350Y

C350Y

C488Y

P19

HB24

P24

P24 P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P19

1a

P24

HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1

C3 C3

C3

HV1 HV1 HV1 HV1 HV1HV1

HV1 HV1

C4C4

CG39 G39

B39 B24

P19 P19
HB24

△
壁

芯

C5

C5

CG49

CG49

CG49

CG
49

B4
9

B4
9

B4
9

B4
9

B2
4

B2
4

P244

V1 V1 V1 HV1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

C39X

C39X

C3HB24

C5 CG49

B39

B39

B39

B39 B19

B19

P19

P19

P19

P19
B1

9
B1

9
B1

9
B1

9

B19 B19

B19

B19V1

V1

HV
1

HV
1

V1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1
HV

1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

C4C4

C4

C3

P19

P19

C39X

C39X

P19

P19

P19

C4

B39

G3
40

G3
40

B340

B340

B340

G340

P19

G340P19

CG49

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

G3
40

P19

G3
40

B1
9

B1
9

B1
9

C3

B19

B19

B19

B19

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

P19

P19P19P19HV1 HV1 HV1
HB24 HB24 HB24 C39X

B2
4

B2
4

B24

B24

B39

B39

B39

B39

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B19

B39

B39

B39

B39

B39

B39

C5

C5

V1
V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1 V1

V1
V1 V1

V1

C39YC39YC39Y

HV
1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1 HV1

G488

G488G488

P19VH1

VH1

VH1

DS1

DS2

G488

P19

VH1

P24

C39Y

C488X

C488X

C488X

C488X

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24

P24 P24

P24

P24

P24

BR
2

BR
2

G340

P19

BR
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

EXP.J 150mm

VH1

VH1

VH1

C39Y

C5 C5

C2

C2

G5
9

B3
4

B3
9

B3
4

B3
4

B3
4

B3
4

B3
4

B3
9

P19

G5
9

G5
9

H

H

H

H

H

H

H

G5
9

B3
4

B3
4

P19

P19

H は方杖付

風除室鉄骨下地
意匠図参照

C39Y P24P24C39Y V1 C39Y P24V1

T1 T1 P10P10P10P10

C39Y P24C39Y

T1

T1 T1

P10

BR2
P10

BR2

P10

P10HV
1 V1 V1 V1 V1 V1 V1 V1 V1 V1

T1

T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1

ｼｬｯﾀｰ受け

ｼｬｯﾀｰ受け

T1

T1

T1

T1

V1

V1

V1

振れ止め

G4
88

G4
88

B4
82

B4
82

G4
88

B4
82

B4
82

B4
82

G4
88

P194

B4
82

B4
82

B4
82

VH1

B4
82

BR1BR1

BR1

BR1 BR1

開口周りB24(共通)

G488

BR1

G488

BR1

V1

P175P17

(C
G2

4)

CG
24

C4

BR2 BR2

・

・ ﾌﾞﾚｰｽ接合部はW仕様

BR
1

B19

B2
4

P24

B3
4

HV
1

CG
49B39

P10

HV
1

P10P10

HV1

HV1 HV1

HV1HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

HV
1

2,100
2,100

2,100
2,100

2,050
2,045

2,045
2,050

2,300
2,300

2,300
2,460

2,
00
0

2,
00

0

2,
05

5
1,
65

0
1,
84

5

9,
27

5

10
,0

50

3,
17
5

3,
05

0
3,

05
0

1,
44

5
2,

65
5

2,
65

0
2,

65
0

10,950

3,
21

5
3,
22

0
3,

22
0

15
,2
45

3,
49

5
6,

05
5

11
,6
20

2,
22
0

2,
92

0
3,
13

5

4,
00
0

37
,0

00

8,
27
5

7,
72

5
6,
62

5
6,

62
5

7,
75

0

15
,1

95

2,
65

0
2,
65

0
2,

42
5

3,
42

5
3,

20
0

3,
19

5
3,

43
0

2,
35

0
2,

60
0

2,
80

0

12
,3
00

13
,5

00
13

,2
00

6,
75

0
6,

75
0

6,
00
0

6,
30
0 2,

98
0

3,
32

0
3,
00

0
3,

00
0

3,
37

5
3,

37
5

3,
37

5
3,

37
5

6,
44
0

6,
76
0

3,
22
0

3,
22

0
3,

21
5

3,
54

5

11
,7

00
3,
49

5

91
,1

95

2,
22
0

2,
92

0
3,
13

5
2,

70
0

3,
20

0
3,

30
0

2,
50

0

51,900

7,300

3,850 3,450 3,050 3,050 3,260

10,250 8,400 8,400 8,190 9,360

2,800 2,800 2,800 2,730 2,730 2,7302,8002,8002,8003,570 3,340 3,340

7,500 3,450

22
,1

45
13
,3

10

59
,0
00

1,750

3,
65

5
4,

00
0

3,600 3,900

6,
05

0

3,
54

5
3,

30
0

3,
20

0
2,

70
0

2,
50

0
1,

70
0

2,
30

0
3,
49

53,000 4,300

3,
50

0

5,100

50

一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文

構造設計者
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一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ
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大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

梁天端高さ及び柱芯は軸組図参照。

折板　H=166 t=0.8 折板受け小梁天端はG梁天端+50とする。

V1材天端はG梁天端-60

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）
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鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

P24

HV1HV1 V1

BR1BR1 P24

FC2
F5

FC2
F5

F6

F3

FC2
F5

FC2
F5FC3

FC2

F5

FC2

F5

FC2

F5

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

FC1 F4 F6F6F5

FC4 FC4

F5F4FC1

▽
柱

芯

F6

▽
柱

芯

F3

FC3

15
0

8,
00

0
80

0
15

0
8,
00

0
80

0
15

0
8,

00
0

80
0

51,900

7,300 10,250 8,400 8,400 8,190 9,360

278278

78
0

51,900

7,300 10,250 8,400 8,400 8,190 9,360

278278

78
0

51,900

7,300

3,850 3,450 3,050 3,050 3,260

10,250 8,400 8,400 8,190 9,360

2,800 2,800 2,800 2,730 2,730 2,7302,8002,8002,8003,570 3,340 3,340

230 278278

78
0

50

50

50

A通り軸組図　　S=1/300

B通り軸組図　　S=1/300

C通り軸組図　　S=1/300

20

R06.03



一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事 1/300
足立 收平

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 21

増築①　軸組図（2）
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増築①　軸組図（3）

一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文
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大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。
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一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文
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一般事項（特記なき限り下記による）

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600
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・

縦材□-125×125×3.2@2,000以内

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）
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一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文

構造設計者

一般事項（特記なき限り下記による）
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・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600
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一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文

構造設計者

一般事項（特記なき限り下記による）
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大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600
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1通り軸組図　　S=1/300
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増築①　軸組図（7）

一級建築士　大臣登録  　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文

構造設計者

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600
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鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）
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5通り軸組図　　S=1/300
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増築①　軸組図（8）

構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文

▽水上梁天

△水下梁天

A B H I J K L M

▽
壁

芯

C D E F

▽
柱

芯

▽
柱

芯

G

▽
柱
芯

△B.PL下端

▽1FL

▽
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

△
壁

芯

△
壁
芯

△
柱

芯

▽
壁

芯

△
柱

芯

▽
壁
芯

△
柱

芯

C4C4

P19

C350Y C350YC488Y C488Y C3

G588 G588 G588 B582 B582 B59
P19

▽GL ▽GL

▽水上梁天

△水下梁天

A B H I J K L M

▽
壁

芯

C D E F

▽
柱

芯

G

▽
柱
芯

△B.PL下端

▽1FL

▽
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

△
壁

芯

△
壁

芯

△
柱

芯

▽
壁
芯

△
柱

芯

▽
壁
芯

△
柱

芯

C4

C3

▽GL ▽GL

C39Y C39Y

B29 B29 B29 B29 B582 B59B582

C4

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽水上梁天

▽3FL

▽2FL

▽1FL

△水下梁天

△梁天

△梁天

(機械室)

(機械室)

▽水上梁天

▽3FL

▽2FL

▽1FL

△水下梁天

△梁天

△梁天

(機械室)

(機械室)

(電気室)

(電気室)

G294
C2

B24 B24
P244 P244

G488

G488

G488

G488

一級建築士　大臣登録  　第327195号

構造設計者
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一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600 縦材□-125×125×3.2@2,000以内

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）
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7通り軸組図　　S=1/300

8通り軸組図　　S=1/300

9通り軸組図　　S=1/300
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増築①　軸組図（9）

構造設計一級建築士交付 第　 8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録  　第327195号

構造設計者
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一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

横胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @600

横胴縁(冷蔵庫パネル下地)　C-100×50×20×3.2 @600 縦材□-125×125×3.2@2,000以内
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増築①　部材リスト（1）

29

一級建築士　大臣登録 　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

部材符号及びサイズ

ベースプレート

リブプレート

アンカーボルト

補強座金

定着板

SN490BB.PL-40x360x760

A.BOLT  6-M30

（ﾌﾞﾚｰｽ部)

姿図

X

Y

C488

L=650

特記事項

　鉄　　筋　　：　SD345 （D19以上）

　　　　　　　　　SD295A（D16以下）

　　　　　　　　　註 Fc は、コンクリートの設計基準強度を表す。

　鉄　　骨　　：　SS400・SN490B,C・BCR295・SSC400・STKR400

　　HTB　　 　：　S10T　、F8T

　　　　　　　　　Fc=21N/mm2（デッキコン）

山上ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

配　筋

梁との接合

80

H=50   t=1.2

溶接金網6φ@150

備　考

6φ@150

焼抜き栓溶接

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度　Fc=21N/mm2

DS1

ｽﾊﾟﾝ方向@600

柱周りににひび割れ補強筋2-D13@200 L=1,200を配置する

大梁上にひび割れ補強筋D10@200 L=1,000を配置する

デッキ合成スラブ仕様

（ﾌﾞﾚｰｽ部)

A.BOLT  6-M30

B.PL-40x360x670

H-396x199x7x11

SN490B

ABR400

（一般部)

A.BOLT  4-M27

--

H-396x199x7x11

B.PL-36x260x670 SN490B

ABR400

C350 H-350x350x12x19

A.BOLT  6-M27

B.PL-36x400x630

--

SN490B

ABR400

--

A.BOLT  4-M24

B.PL-36x450x450

C2 C5 □-250x250x9

SN490B

ABR400

C3

B.PL-36x500x500

A.BOLT  4-M27

--

SN490B

C4C39 C39

L=650 L=600 L=600

□-350x350x16

L=600

C2 □-300x300x9□-300x300x12

(C)

主柱

(P)

間柱

・主柱であっても、柱の板厚が6mm未満の場合は、

　隅肉溶接とする。

定着板

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

柱型天端

≧80㎜L1

d

L1

L

柱型天端

定着板タイプ Ｌ形タイプ

補強筋 D10@200
L=1,000

補強筋 D13
L=1,200

配　筋

梁との接合

備　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度　Fc=21N/mm2

DS2等圧スラブ仕様

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

短辺(主筋)方向 D13@200 長辺(配力筋筋)方向 D10@200

155

D13@200 D10@200

スタッドボルト　H=110

梁上スタッドボルト　等厚スラブ接合部

スタッドボルト
16φ H=110

@300　ダブル

スタッドボルト
16φ H=110

@300　シングル

125

梁幅 ≦ 200 のとき 梁幅 ＞ 200 のとき

H-488x300x11x18

ベースプレート

リブプレート

部材符号及びサイズ

姿図

アンカーボルト SS400

SS400

SS400

A.BOLT  4-M20 L=500

P24

B.PL-16x280x210

R.PL-9（h=150)

H-244x175x7x11

SS400

SS400

SS400

A.BOLT  4-M20 L=500

P24 H-248x124x5x8

B.PL-16x280x155

R.PL-6（h=120)

SS400

SS400

P19 H-198x99x4.5x7

B.PL-12x230x150

A.BOLT  2-M16 L=400 SS400

SS400

A.BOLT  2-M16 L=400

P17 H-175x90x5x8

B.PL-12x205x150

50

柱脚リスト　1/30

L=550

SS400PL-9 H=200

B.PL-40x630x630

ABR490A.BOLT  12-M36

L=880

ABR490 ABR490

SN490B

PL-19ｘ65ｘ65

SN490B

SS400 PL-19ｘ65ｘ65 PL-19ｘ65ｘ65

-

PL-19ｘ65ｘ65

-

PL-19ｘ65ｘ65

- -

PL-16ｘ50ｘ50 PL-22ｘ75ｘ75

※ﾌﾞﾚｰｽ部のみ

SS400 SS400 SS400 SS400 SS400 SS400

SN490B SN490B

PL-9 H=200 SS400PL-9 H=200 SS400

PL-16ｘ60ｘ60 PL-16ｘ60ｘ60 PL-16ｘ70ｘ70

コンクリート　：　Fc=21N/mm2（基礎・地中梁）

　　　　　　　　　Fc=21N/mm2（土間コン）

SS400

SS400

A.BOLT  2-M16 L=400

P10 H-100x100x6x8

B.PL-9x130x150

SS400

SS400

螺旋階段柱 φ-267.4x6.6

B.PL-25x450x450

A.BOLT  8-M20 L=500

360

70 110 110 70

50
80

53
0

360

70 110 110 70

70
70

67
0

53
0

70

260

80 100 80

70

67
0

63
0

70
49

0
70

400

90 110 110 90 450

55 340 55

45
0

55
34
0

5555
55

5555 390

500

39
0

50
0

15
5

45
12

0
45

21
0

55 55

60
60

85
280

85110

40
40

80
37

.5
15
5
37

.5

60 60

80
280
120 80

40
40

80
35

15
0
35

115 115
230

80
35

15
0

102.5 102.5

205

40
40

35

170 150 170

17
0

15
0
17

0

7070

630

70
70

63
0

76
0

70
62
0

70

35
80

35
15

0

65 65
130

40
40

450

45 180 180 45

45
0

45
18
0
18
0

45

L

柱脚の溶接仕様間柱　アンカーボルトの形状主柱　アンカーボルトの形状
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一級建築士登録93620号
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会社
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　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 30

増築①　部材リスト（2）

Bは耐力に必要な

G.PL幅を示す。 

Be：有効幅最大範囲を示す

　　ボルト列より30度以内

ただしBはBeの範囲内とし、
これを越える部分は構造計算上、

無効とする。
（左図ハッチング部分が無効）

溶接長さは、必要溶接長さ(最小値)以上を確保すること。

母材面を示す

※TYPE①は、母材（柱梁）への偏心曲げを考慮して採用すること。

・G.PL必要幅  B

L1,L2≧　　　＋2SL≧　　＋2SL≧Le

2S以上

2S以上

・必要溶接長（L＝溶接長，Le＝有効溶接長）

30゜

外壁下地

冷凍庫ﾊﾟﾈﾙ下地

冷凍庫ﾊﾟﾈﾙ下地

1/30

一級建築士　大臣登録 　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

Joint符 号 断面寸法 備 考

柱脚ﾘｽﾄ参照(BCR295)

部材リスト

C2 □P-300x300x12

C4

R階

2階

1階

(BCR295)□P-350x350x9

(BCR295)

(BCR295)□P-350x350x16

□P-350x350x12

柱脚ﾘｽﾄ参照

柱脚ﾘｽﾄ参照(BCR295)C3 □P-300x300x9

(BCR295)C5 □P-250x250x9 柱脚ﾘｽﾄ参照

柱脚ﾘｽﾄ参照 XYは強軸方向C350Y H-350×350×12×19

C488X C488Y 柱脚ﾘｽﾄ参照 XYは強軸方向

柱脚ﾘｽﾄ参照 XYは強軸方向C39X C39Y H-396×199×7×11

H-488×300×11×18

梁接合部リスト　1/30 高力ボルトはS10Tとする。亜鉛メッキ仕様はF8Tとする。

形

状

サイズ

フランジ

ウェブ

2PL -19x300x530

4PL -19x110x530
40-M22 L=95

L=6518-M22 2PL - 9x560x170

4PL -16x110x440
32-M22 L=85

L=6514-M22 2PL - 9x440x170

32-M22 L=75

L=7010-M22 2PL -12x320x170

2PL -12x300x440

4PL -12x110x440

2PL -12x300x440

4PL -12x100x410

2PL -12x250x410
24-M22 L=75

L=60 6-M22 2PL - 9x200x170

2PL -9x200x410
24-M22

4PL -9x 80x410
L=65

L=55 4-M22 2PL -6x200x170

H-294x200x8x12GJ-294H-340x250x9x14H-692x300x13x20GJ-692 GJ-588 H-488x300x11x18GJ-488 GJ-340H-588x300x12x20

形

状

ウェブ

サイズ H-600x200x11x17 H-596x199x10x15GJ-60 GJ-59

フランジ
2PL -12x200x410

4PL -12x 80x410
24-M22 L=75

L=6514-M22 2PL - 9x440x170

2PL -12x200x410

4PL -12x 80x410
24-M22 L=75

L=6514-M22 2PL - 9x440x170

サイズ

形　状

H.T.B

G.PL

サイズ

形　状

H.T.B

G.PL GPL-9

BJ-24 BJ-19

2-M20 2-M16

GPL-6

H-248x124x5x8 H-198x99x4.5x7 [-100x50x5x7.5

G梁

GPL-6

2-M20

VJ-1

PL-6

PL-6

PL-6

VH 取り付け詳細図

HTB 1-M16

HTB 1-M16

HTB 2-M16

B梁G梁

符　号 部　材

形　状

ﾎﾞﾙﾄ

ﾌﾟﾚｰﾄ

必要溶接長さ(最小値)

Le Le/2+2S Le/4+2S

B

5-M16

GPL-9

5-M16

JBR-2 JBR-3JBR-1 2L-65x65x6 2L-75x75x9 L-65x65x6

GPL-6

110

ﾌﾞﾚｰｽ接合部 S=1/30

L1

4
Le

2 3TYPE TYPE

2
Le

TYPE

L L2

L

S

S

1 S

226 125 69

5-M20

GPL-12

205

589 313 165

165

456 242 128

特記なき限り材質はSS400級とする。 鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

B19

G59PL-6 HTB2-M16

L-65×65×6

G59,B19 接合部　方杖付

GPLと同厚とする

共通事項

BJ-340 H-340x250x9x14

3-M20

GPL-9

BJ-59 H-596x199x10x15

5-M22

GPL-12 GPL-12

BJ-49 H-496x199x9x14

4-M22

BJ-39 H-396x199x7x11

4-M20

GPL-9

H-582x300x12x17BJ-582

6-M22

GPL-16 GPL-16

BJ-482 H-482x300x11x15

5-M22

H-396x199x7x11 H-248x124x5x8GJ-39 GJ-24

2PL -9x200x410

4PL -9x 80x410
24-M22 L=65

L=60 6-M22 2PL -9x260x170

24-M16 L=45

L=45 8-M16 2PL - 6x170x290

2PL -12x125x410

H-496x199x9x14GJ-49

2PL -12x200x410

4PL -12x 80x410
24-M22 L=75

L=60 8-M22 2PL - 9x350x170

GB692G692 H-692×300×13×20 GJ-692

G588 GJ-588

H-488×300×11×18 GJ-488G488

G340 H-340×250×9×14 GJ-340

G294 H-294×200×8×12 GJ-294

6　端のみSN490BG60A H-600×200×11×17 GJ-60

H-600×200×11×17 GJ-60G60

G59 H-596×199×10×15 GJ-59

H-496×199×9×14 GJ-49

G39 H-396×199×7×11 GJ-39CG39

CG24 H-248×124×5×8 GJ-24

H-588×300×12×20

B340

B59

B49

H-340×250×9×14 BJ-340

H-596×199×10×15 BJ-59

H-496×199×9×14 BJ-49

B39 BJ-39H-396×199×7×11

B34 BJ-34H-346×174×6×9

H-298×149×5.5×8B29

H-248×124×5×8 BJ-24HB24B24

B19 H-198×99×4.5×7 BJ-19

VJ-1

HB24は横使い

HV1は横使い

BJ-29

V1 HV1 T1 [-100×50×5×7.5

H-582×300×12×17 BJ-582B582

B482 H-482×300×11×15 BJ-482

CG49

H-248×124×5×8P24 柱脚ﾘｽﾄ参照PL-9  HTB2-M20

P19 柱脚ﾘｽﾄ参照PL-6  HTB2-M16H-198×99×4.5×7

PL-6  HTB2-M16P10 H-100×100×6×8

柱脚ﾘｽﾄ参照PL-6  HTB2-M16P17 H-175×90×5×8

柱脚ﾘｽﾄ参照PL-9  HTB2-M20P244 H-244×175×7×11

PL-9  HTB2-M20P175 H-175×175×7.5×11

GPL-9

BJ-29

3-M20

H-298x149x5.5x8

GPL-9

BJ-29

6-M20

GPL-9

BJ-34 WW H-346x174x6x9 H-298x149x5.5x8

6-M20

BJ-29 W

WBJ-34 ﾌﾞﾚｰｽ接合部はW仕様

ﾌﾞﾚｰｽ接合部はW仕様

VH1:2[-100x50x5x7.5

柱脚ﾘｽﾄ参照

つづり材間隔500以下

GPL-9

BJ-34

3-M20

H-346x174x6x9

VH 詳細図参照2[-100×50×5×7.5

2L-65×65×6

2L-75×75×9

L-65×65×6

JBR-1

JBR-2

JBR-3

開口補強

SW付PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

SW付PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12C-100×50×20×3.2

天井受け材 C-100×50×20×1.6

□P-100×100×2.3 PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 SW付

SW付□P-125×125×3.2 @2,000以下

@1,000以下

@600

@600

SW付

C-100×50×20×2.3

ﾊﾟﾈﾙ受け縦材

横胴縁

階段ｻｻﾗ A.Bolt 1-M16PL-300×12

BR1

BR2

BR3

既製品仕様

既製品仕様1-M20 PL-9  HTB1-M20

1-M22 PL-9  HTB1-M22
水平ﾌﾞﾚｰｽ

鉛直ﾌﾞﾚｰｽ

折板受け C-100×50×20×2.3

PL-9  HTB2-M16

PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

PL-9 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M16ｼｬｯﾀｰ受け

螺旋階段柱

[-150×75×6.5×10

φ-267.4×6.6 柱脚ﾘｽﾄ参照

2連続梁とする

2[-100×50×5×7.52V1 VJ-1 つづり材@500以下
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増築①　鉄骨詳細図（1）

31

1/50

▽
壁

芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

2 4 6

▽水上梁天

▽水下梁天

▽1FL

△B.PL下端

▽GL

B49：H-496×199×9×14

C3
9Y

：
H-
39

6×
19

9×
7×

11

C3
9Y

：
H-
39

6×
19

9×
7×

11

C4
88

Y：
H-
48

8×
30
0×

11
×

18

特記なき部材はSS400とする

B24：H-248×124×5×8

B59：H-596×199×10×15
B34：H-346×174×6×9

P1
9：

H-
19

8×
99

×
4.

5×
7

P2
4：

H-
24

8×
12

4×
5×

8

P2
4：

H-
24

8×
12

4×
5×

8

P2
4：

H-
24

8×
12

4×
5×

8

BR2：2L-75×75×9

HB24：H-248×124×5×8

V1：[-100×50×5×7.5

HV1：[-100×50×5×7.5HV1：[-100×50×5×7.5 HV1：[-100×50×5×7.5

HTB1-M20
PL-12

λ
=1

56
.6

λ
=8

3.
7

λ
=1

36

78
0

8,
00

0
80

0

10,250 8,400
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構造設計者

一級建築士　大臣登録 　第 327195号
構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文

G通り鉄骨詳細図 S=1/50
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1/50増築①　鉄骨詳細図（2）

32

▽
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

6

▽1FL (機械室)

▽2FL(機械室)

△梁天

▽3FL (電気室)

△梁天

△水下梁天

▽水上梁天

△
柱

芯

▽
壁

芯

18,650

C4
88

X:
H-

48
8x

30
0x

11
x1

8

PL-19(SN490B)

G60A：H-600×200×11×17

C4
:□

P-
35

0x
35

0x
16

(B
CR

29
5)

C4
:□

P-
35

0x
35

0x
16

(B
CR

29
5)

G60A：H-600×200×11×17

C4
:□

P-
35

0x
35

0x
9(

BC
R2

95
)

C4
:□

P-
35

0x
35
0x

12
(B

CR
29

5)

G488：H-488×300×11×18

SN490B

PL-19(SN490B)

PL-19(SN490C)

PL-19(SN490C)

ND350

7

C4
:□

P-
35
0x

35
0x

12
(B

CR
29

5)
C4

:□
P-

35
0x

35
0x

9(
BC

R2
95

)

P1
9：

H-
19

8×
99

×
4.

5×
7

G294：H-294×200×8×12
PL-19(SN490C)

2

▽水上梁天

▽水下梁天

▽1FL

△B.PL下端

▽GL

G488：H-488×300×11×18

特記なき部材はSS400とする
P1

9：
H-

19
8×

99
×

4.
5×

7

HB24：H-248×124×5×8

BR1：2L-65×65×6

PL-9
HTB1-M16

λ
=6

9.
6

λ
=3

8.
4

λ
=3

6.
8

λ
=3

8

λ
=3
8.

4
λ

=3
0.
7

λ
=4

0.
3

PL-25(SN490C)

PL-25(SN490C)

PL-25(SN490C)

PL-25(SN490C)

8,400

275

12
,4

70

20
0

4,
50

0
4,

20
0

3,
57

0

27
0

53
0

13
,0

00

324

80

1,050 1,050

78
0

8,
00

0
80

0

800

800 800 800

800 800

2,
90

0

一級建築士　大臣登録 　第 327195号
構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

15
0

15
5

15
5

L通り鉄骨詳細図 S=1/50

R06.03



一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ

1/50増築①　鉄骨詳細図（3）
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構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

X

Y

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

・

・

改良仕様

改良深さはGL-20.5mとする

支持層　ｼﾙﾄ

柱状改良杭体の設計基準強度 Fcは、Fc＝900 kN/m2 とする。

長期支持力 150kN/m2

基礎芯=柱芯

土間ｺﾝを示す

X1 X2

△
壁

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

△
柱

芯

Y2

Y1
▽柱芯

▽壁芯

△柱芯

▽既存壁芯

FG1 FG1

FG
1

FG
1

FG
1

FG
1

FC
G1

F1

F1F1F1

F1 F1

F1F1

FG1FG1

図中　　　は、柱状改良杭 1,200Φ を表す。

地中梁受け基礎芯は地中梁芯

8,500

180 180

7,
50

0
1,

50
0

18
0

3,
66

0
3,

66
0

4,070 4,070

基礎伏図　　S=1/100
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1/50

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第 327195号

構造設計者

▽GL

▽FL

F1

▽基礎芯

ﾍﾞ
ｰｽ

：
7-

D1
3

ﾍﾞｰｽ：7-D13

備　考

ベース筋

ハカマ筋

柱状改良 1-1,200φ

 7-D13

 7-D13

50
0

1,
00

0

7-D13

7-D13

柱型主筋

HOOP

断面

鉄骨柱符号

12-D19

D10@100

C1

位置

符号

腹筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

巾止め筋

断面

上端筋

▽GL

▽FL

全断面

FG1、FCG1

2-D10

1-D10@1,000

3-D22

3-D22

□-D10@200

L2

3-D16

梁STと同径同ﾋﾟｯﾁ

D13@200

D13@200

D10@200

D13

▽GL

腰壁、梁上増打ち要領

▽GL

固化材添加量60kg/m3 Fc=90kN/m2

充分に転圧すること

地盤改良

D13@200

2-D16

D13

D10@200

D13

2-D16

0～
60

不
陸

調
整

用

目地切(5m@程度)D13@200

ｽﾛｰﾌﾟ部分詳細

改良土埋戻し

※

充分に転圧すること

▽GL

固化材添加量60kg/m3 Fc=90kN/m2

地盤改良　t=GL-600まで

充分に転圧すること

不
陸

調
整

用

目地切(5m@程度)D13@200

土間仕様
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地中梁リスト　S=1/50
基礎柱リスト　S=1/50基礎リスト　S=1/50
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1/100増築②　屋根伏図

ｹﾗﾊﾞ補強(折板受け材)

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

EXP.J 150mm

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

X

Y

50

C-100x50x20x2.3 
L=400 @2,000以内

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

折板　H=166 t=0.8 折板受け小梁天端はG梁天端+50とする。

は、折板流し方向を示す。

水平ﾌﾞﾚｰｽはM16とする。

V1材天端はG梁天端-60

V1 V1
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4
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4

B2
4

G3
4

G3
4

G34

G34

CG34

CG34

C1C1

C1 C1

X1 X2

△
壁

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

△
柱

芯

Y2

Y1
▽柱芯

▽壁芯

△柱芯

▽既存壁芯

2V1 2V1 2V1

8,5004,500

180 2,710 2,720 2,710 180300 2,100 2,100

7,
50

0
1,

50
0

18
0

3,
66

0
3,

66
0

屋根伏図　　S=1/100
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1/100増築②　軸組図
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鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）
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F1

FG1 FG1
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FG1 FG1FCG1
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F1

FG1 FG1

F1F1 F1

FG1 FG1

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者
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△
柱

芯

▽GL

△B.PL下端

▽FL

▽水下梁天

▽水上梁天
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CG34
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△
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▽GL

△B.PL下端

▽FL
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▽
既

存
壁

芯

G34CG24

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

T1 T1

縦胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @1,000以下

HB24
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G34

X1 X2

△
壁

芯

▽
柱

芯

▽
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7,
20

0

80
0

5,
60

0
80

0
15

0

7,
20

0

80
0

5,
60

0
80

0
15

0

7,
20

0

80
0

5,
60

0
80

0
15

0

7,
20

0

80
0

5,
60

0
15

0
80

0

8,5004,500

180 180

180 180

7,5001,500
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Y1通り軸組図　　S=1/100

X1通り軸組図　　S=1/100

X2通り軸組図　　S=1/100

Y2通り軸組図　　S=1/100
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1/30増築②　部材リスト

一級建築士　大臣登録 　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

特記事項

　鉄　　筋　　：　SD345 （D19以上）

　　　　　　　　　SD295A（D16以下）

　　　　　　　　　註 Fc は、コンクリートの設計基準強度を表す。

　鉄　　骨　　：　SS400・SN490B,C・BCR295・SSC400・STKR400

　　HTB　　 　：　S10T　、F8T

Joint符 号 断面寸法 備 考

柱脚ﾘｽﾄ参照(BCR295)

部材リスト 特記なき限り材質はSS400級とする。

C1

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

部材符号及びサイズ

ベースプレート

リブプレート

アンカーボルト

補強座金

定着板

姿図

X

Y

SN490B

ABR400

--

-

定着板

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

柱型天端

主柱　アンカーボルトの形状

30

定着板タイプ

□P-200x200x9
C1 □-200x200x9

B.PL-32x400x400

A.BOLT  4-M24

PL-16ｘ50ｘ50

H-248×124×5×8CG24

G34、CG34 H-346×174×6×9 GJ-34

H-248×124×5×8 BJ-24

H-198×99×4.5×7 BJ-19

[-100×50×5×7.5 VJ-1

水平ﾌﾞﾚｰｽ 既製品仕様1-M16 PL-6  HTB1-M16

SW付PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12C-100×50×20×2.3

開口補強 □P-100×100×2.3 PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 SW付

C-100×50×20×2.3折板受け

梁接合部リスト　1/30 高力ボルトはS10Tとする。亜鉛メッキ仕様はF8Tとする。

形

状

ウェブ

サイズ

フランジ

サイズ

形　状

H.T.B

G.PL

GJ-34 H-346x174x6x9

16-M20

 6-M20

2PL -9x175x290

4PL -9x 70x290

2PL -9x260x170

L=55

L=50

GPL-9

BJ-24 H-248x124x5x8

4-M20

BJ-19

2-M16

GPL-6

G梁

GPL-6

VJ-1
[-100x50x5x7.5
2[-100x50x5x7.5

H-198x99x4.5x7

2-M20

GPLと同厚とする

共通事項

HB24は横使いB24、HB24

縦胴縁 @1,000以下

B19

(C)

主柱

(P)

間柱

・主柱であっても、柱の板厚が6mm未満の場合は、

　隅肉溶接とする。

柱脚の溶接仕様

V1、T1

L=680

柱脚リスト　1/30

コンクリート　：　Fc=21N/mm2（基礎・地中梁）

　　　　　　　　　Fc=21N/mm2（土間コン）

2[-100×50×5×7.52V1 VJ-1 つづり材@500以下

400

50 300 50

40
0

50
30

0
50

L

80

60

80

70

34
.5

10
5

17
5

40 10

290

43
26

0
43

34
6

40
40

40
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40

60

40
40
10

170

40
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90
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5

34
.5 0.
5

40
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一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ 39

1/50増築②　鉄骨詳細図

一級建築士　大臣登録 　第 327195号
構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

▽
柱

芯

△
壁

芯

▽
壁

芯

△
柱

芯
X1 X2

▽水上梁天

▽水下梁天

▽FL

△B.PL下端

▽GL

特記なき部材はSS400とする

C1
：

□
-2

00
×

20
0×

9
λ

=1
29

.4

C1
：

□
-2

00
×

20
0×

9
λ

=1
15

.7

G34：H-346×174×6×9

CG34：H-346×174×6×9

PL-19(SN490C)

PL-19(SN490C)

8,500

180 8,140 180

4,500

7,
20

0

80
0

5,
60

0
80

0
15

0

80 80

800 800800

S=1/50Y1通り鉄骨詳細図
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一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平

ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．
－ ／Ｓ

増築③　基礎伏図

40

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

・

・

改良仕様

改良深さはGL-20.5mとする

支持層　ｼﾙﾄ

柱状改良杭体の設計基準強度 Fcは、Fc＝900 kN/m2 とする。

長期支持力 150kN/m2

基礎芯=柱芯

土間ｺﾝを示す

X

Y

Y3
▽柱芯

▽既存壁芯

Y1

Y2

▽柱芯

△壁芯

△壁芯

▽柱芯

X2

△
壁

芯

▽
柱

芯

X1

▽
壁

芯

△
柱

芯

F1

F1

F1 F1

F1

F1

F1

F1

図中　　　は、柱状改良杭 1,200Φ を表す。

地中梁受け基礎芯は地中梁芯

F1 F1

FG
1

FG
1

FG
1

FG
1
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G1

FG
1
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1
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1
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F1F1

FG1 FG1
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F1 F1
FG1 FG1FG1
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0
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00
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0
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5
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14,500
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0
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5
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90
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6,000

1/100 R06.03



一級建築士登録93620号
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会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平
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1/50

41

増築③　基礎リスト

構造設計者

固化材添加量60kg/m3 Fc=90kN/m2

不
陸

調
整

用

目地切(5m@程度)

改良土埋戻し

※

地盤改良　t=GL-600まで

充分に転圧すること

充分に転圧すること

▽GL

D13@200
資材置場土間仕様

固化材添加量60kg/m3 Fc=90kN/m2

目地切(5m@程度)

改良土埋戻し

※

地盤改良　t=GL-600まで

充分に転圧すること

充分に転圧すること

▽GL

D13@200
電算室及びWC他土間仕様

不
陸

調
整

用

柱型主筋

HOOP

断面

鉄骨柱符号

D13@100

12-D22

C1、C2

▽GL

▽FL

F1

▽基礎芯
ﾍﾞ

ｰｽ
：

7-
D1

3

ﾍﾞｰｽ：7-D13

備　考

ベース筋

ハカマ筋

柱状改良 1-1,200φ

 7-D13

 7-D13

50
0

1,
00

0

7-D13

7-D13

位置

符号

腹筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

巾止め筋

断面

上端筋

▽GL

▽FL

全断面

FG1、FCG1

2-D10

1-D10@1,000

3-D22

3-D22

□-D10@200

全断面

2-D10

1-D10@1,000

□-D10@200

FB1

3-D19

3-D19

全断面

2-D10

1-D10@1,000

□-D10@200

3-D19

FB2

3/2-D19

L2

3-D16

梁STと同径同ﾋﾟｯﾁ

D13@200

D13@200

D10@200

D13

▽GL

腰壁、梁上増打ち要領

18
0

60
0

0～
60 15

0
60

0

0～
60

75
0

750

50
15

0

20
0

50

30
0

80
0

25
0

10
0 50

60
0

350

25
0

10
0 50

60
0

350

25
0

10
0 50

60
0

350

20 120

80
0

1,300

650 650

1,
30

0

65
0

65
0

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第 327195号

基礎リスト　S=1/50 基礎柱リスト　S=1/50
地中梁リスト　S=1/50
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一級建築士登録93620号

ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ

会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平
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増築③　屋根伏図 1/100

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

50

C-100x50x20x2.3 
L=400 @2,000以内

ｹﾗﾊﾞ補強(折板受け材)

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

折板　H=166 t=0.8 折板受け小梁天端はG梁天端+50とする。

は、折板流し方向を示す。

2V1、V1材天端はG梁天端-60

水平ﾌﾞﾚｰｽはM16とする。

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

X

Y

X1

△
壁

芯

X2

剛接

B24 B24

B24 B24
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4
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9
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9
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24

CG
24

B19

天井吊受け
C-100×50×20×1.6 @1,000

C1 C1

C1 C1

C2C2

CG
39

CG
39

B34
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Y3

▽柱芯

△壁芯

▽柱芯

Y1

▽柱芯

△壁芯

▽
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芯

▽
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芯

△
柱

芯

▽既存壁芯
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0
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5

3,
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屋根伏図　　S=1/100
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一級建築士登録93620号
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会社
株式ＳＣＡＬＥＮＡＭＥＴＩＴＬＥ

　※Ａ２→Ａ３へ縮小（70.7％）
一級建築士事務所登録03-578号

共同利用冷凍冷蔵施設整備建設工事
足立 收平
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1/100増築③　軸組図（1）

43

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

F1F1 F1 F1 F1

F1

FG1 FG1 FG1

F1 F1 F1

FG1 FG1 FG1

F1 F1

FG1 FG1 FG1

F1

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

X2X1

▽
壁

芯

△
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

▽水上梁天

▽水下梁天

▽FL

△B.PL下端

▽GL

C1 C1

G39

X2X1

▽
壁

芯

△
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

▽水上梁天

▽水下梁天

▽FL

△B.PL下端

▽GL

C1 C1

X2X1

▽
壁

芯

△
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

C1 C1

G39

G40

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

▽GL

△B.PL下端

▽FL

▽水上梁天

▽水下梁天

縦胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @1,000以下
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205 205
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205 205
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205 205
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41
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5

Y1通り軸組図　　S=1/100

Y3通り軸組図　　S=1/100

Y2通り軸組図　　S=1/100
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1/100増築③　軸組図（2）

44

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

F1 F1 F1F1 F1

FG1 FG1 FG1 FG1

F1 F1F1 F1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FCG1

F1 F1

構造設計一級建築士交付  第　8767号　長谷川　信文
一級建築士　大臣登録 　第327195号

構造設計者

一般事項（特記なき限り下記による）

・

・

・

・

大梁継手位置は、柱芯より 800 とする。 2次部材等に干渉する場合は800以上とする。

▽水上梁天

▽水下梁天

▽FL

△B.PL下端

▽GL

Y1 Y2 Y3

△
柱

芯

▽
壁

芯

△
柱

芯

▽
壁

芯

▽
柱

芯

▽
既

存
壁

芯

C1 C1C2

G39

G39

CG39

X2通り軸組図　　S=1/100

縦胴縁(外壁下地)　C-100×50×20×2.3 @1,000以下

▽水上梁天

▽水下梁天

▽FL

△B.PL下端

▽GL

X1通り軸組図　　S=1/100
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増築③　部材リスト 1/30
L

一級建築士　大臣登録 　第327195号
構造設計一級建築士交付 第　8767号　長谷川　信文

構造設計者

特記事項

　鉄　　筋　　：　SD345 （D19以上）

　　　　　　　　　SD295A（D16以下）

　　　　　　　　　註 Fc は、コンクリートの設計基準強度を表す。

　鉄　　骨　　：　SS400・SN490B,C・BCR295・SSC400・STKR400

　　HTB　　 　：　S10T　、F8T

Joint符 号 断面寸法 備 考

柱脚ﾘｽﾄ参照(BCR295)

柱脚ﾘｽﾄ参照(BCR295)

特記なき限り材質はSS400級とする。

C1

C2

鉄骨見え掛かり部分は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕様(吹付部分は除く）

□P-250x250x9

□P-250x250x12

H-248×124×5×8 GJ-24CG24

H-396×199×7×11 GJ-39G39、CG39

G40 H-400×200×8×13 GJ-40

B34 BJ-34H-346×174×6×9

H-248×124×5×8 BJ-24

B19 H-198×99×4.5×7 BJ-19

B24

水平ﾌﾞﾚｰｽ 既製品仕様1-M16 PL-6  HTB1-M16

SW付PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12C-100×50×20×2.3

開口補強 □P-100×100×2.3 PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 SW付

天井受け材 C-100×50×20×1.6 PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

折板受け C-100×50×20×2.3

SW付

高力ボルトはS10Tとする。亜鉛メッキ仕様はF8Tとする。

形

状

ウェブ

サイズ

フランジ

H-248x124x5x8GJ-24

24-M16 L=45

L=45 8-M16 2PL - 6x170x290

2PL -12x125x410

H-396x199x7x11GJ-39

2PL -9x200x410

4PL -9x 80x410
24-M22 L=65

L=60 6-M22 2PL -9x260x170

2PL -9x200x410

4PL -9x 80x410
24-M22 L=65

L=60 6-M22 2PL -9x260x170

GJ-40 H-400x200x8x13

サイズ

形　状

H.T.B

G.PL

VJ-1

部材符号及びサイズ

ベースプレート

リブプレート

アンカーボルト

補強座金

定着板

姿図

X

Y

SN490B

ABR400

--

-

B.PL-36x450x450

C1 C2

A.BOLT  4-M27

PL-19ｘ65ｘ65

定着板

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

柱型天端

30

V1

縦胴縁

@1,000以下

@1,000以下

(C)

主柱

(P)

間柱

・主柱であっても、柱の板厚が6mm未満の場合は、

　隅肉溶接とする。

[-100×50×5×7.5

L=680

コンクリート　：　Fc=21N/mm2（基礎・地中梁）

　　　　　　　　　Fc=21N/mm2（土間コン）

GPL-9

BJ-24 H-248x124x5x8 BJ-19

2-M16

GPL-6

G梁

GPL-6

VJ-1

共通事項

H-198x99x4.5x7

2-M20

[-100x50x5x7.5

4-M20

GPL-9

BJ-34

3-M20

H-346x174x6x9

2[-100×50×5×7.52V1 VJ-1 つづり材@500以下

450

350

45
0

35
0

□-250x250x9 □-250x250x12

柱脚リスト　1/30

主柱　アンカーボルトの形状 柱脚の溶接仕様

定着板タイプ

梁接合部リスト　1/30
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